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重要 

• 当社(カシオ計算機株式会社)は、本マニュア j レの内容び 
商用あるいは特定目的に合致すること、正確であること 
について、また本機を使用して得られた計算結果(例えば 
フアイナンシャル計算のシ^ュレーション結果)び正確 
であることについては、何ら保証をするものではありま 
せん。 

•金融計算に関するルールは、国や地域、金融機関によって 
異なります。本機で計算した結果び、実用上許容でさる範 
囲にあるかどうか確認のうえ、ご使用ください。 



はじめに 


このたびはカシオ製品をお買い上げいたださ、誠にありびとう 
ございます。 

■使い始めるときは ( A — ドケースについて） 

本機を使い始める際は、本機をスライドさせて八ードケースか 
ら取り外し、下図の要領で本機の背励こ八ードケースを取り付 
けます。 



日使い終わった5 

本機を上ち向にスライドさせて、背面に取り付けた八ードケー 
スを取り外し、使い始める前の状態に戻してください。 

■ 本機の状態を初期状態に戻ずには 

次の操作を行うことで、本機の計算モード、すべてのセツトアツ 
ブ睛報、およびすベてのメモ U -内容を一括してク U アし、本機 
を初期状態に戻すことびでさます。 

1. 画砸)图 ( CLR ) 

2. み®で" AII : EXE " を選択し函 

3. 函 ( Yes ) 

4. 网 





•ク U アを実行しない場合は、函 ( Yes ) を押す代わりに國 
( Cancel ) を押してください。 


項目 

計算モード 

Payment 
Date Mode 
dn 

Periods/Y 


初期値 

COMP (四則演算と関数) 

End 

365 

Cl 

Annual 


Bond Date Date 

Date Input MDY 

PRF/Ratio PRF 

B-Even Quantity 

Digit Sep . Off 

Angle Deg 

Display Digits Norm 1 

STAT Off 

♦ 本機の計算モードや設定について詳しくは、「計算モードと 
セットアップについて」 （1 5ページ)を参照してください。 

• 本機のメモ U —について詳しくは、「各種メモ U —の利用」 
(36 ページ)を参照してください。 

•本機のショートカットについて詳しくは、「ショートカット 
の利用」 (91 ページ)を参照してください。 

■ 本書の表記について 

本書中では各種操作を次のルールに従って表記します。 

• 各丰一は、丰一の表面に印刷されている文字で表されていま 
す。 


例：の、回、旧、曰、画など 


• 連続した丰一操作は次のように表記します。 

例：回囚旧回函 

表記通りの順番に丰一を押すことを表します。 

• この取扱説明書では、〇丰一を画因、 n 丰一を应圓と 
^25 ^日 [ しま 9 〇 



• ほとんどの丰一には複数の機能び割り当てられており、画因 
や应圓を押すことで、丰一の表面に印刷されている文きび表 
す機能とは別の機能を呼び出すことびできます。 

I -別機能 

VARS Y 

キー表面の機能 HCTLGJ 

あるキーに割り当てられた別機能を使ラ場合の操作は、次の 
ように表記します。 

例：画固画 ( S - MENU ) 

I^ 

直前までの夺一操作で呼び出される機能を、 

() で括って表記 

• 画面上に表示されているメニュー項目を数字丰一で選ぶ操 
作は、次のように表記します。 

例：圧 |(1- VAR ) 

r~ 

直前の丰一操作で選択されるメこュー項目を、 

() で括って表記 

•力 —ソルキー(ちイラスト参照)は、キー 
の上下左ちの端を押して操作します。上 
下左ちの端を押す操作を、それぞれ 
み®のように表記します。 

■本書中の例題について 

本書中の例題の操作を行ラ際には、例題に付けられたマークに 
応じて、設定を切り替えることび必要です。 

♦ 次のマークびついた例題では、角度設定の切り替えび必要で 
す。 



マー ク 

=/Ti み 
巧お 


Deg I 

角度設定として 「 Deg 」 を選択します。 


Rad| 

角度設定として「 Rad 」 を選択します。 


切り替え操作については「設定項目一覧」 （1 7ぺージ)を参照 
してください。 
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まを上のご注意 


このたびは本機をお買い上げいたださ 
まして、誠にありびとうございます。ご 
使用になる前に、この「安全上のご注意」 
をよくお読みの上、正しくお使いくださ 
い。なお、本書はお読みになった後ち大 
切に保管してください。_ 

A この表示を無視して誤っ 
た取り扱いをすると、人び 

_ . 傷害を負う可能性び想定 

される内容および物的損 
ク害のみの発生び想定され 
る内容を示しています。 

電池について 

• 本機で使用している電池を取り外 
した場合は、誤って電池を飲むこ 
とびないようにしてください。特 
にルさなお子様にごま意くださ 
い。 

•電池はルさなお子様の手の届かな 
い所へ置いてください。万一、お子 
様び飲み込んだ場合は、ただちに 
医師と相談してください。 

• 電池は、充電や分解、ショートする 
恐れのあることはしないでくださ 
し、また、加熱したり、火の中へ投 
入したりしないでください。 







•電池は使い方を誤ると液ちれによ 
る周囲の巧損や、破裂による火災 • 
けびの原因となることびあります。 
次のことは必ずお守りください。 
•極性（のと©の向さ）にを意して 
正しく入れてください。 

• 本機で指定されている電池!;^外 
は使用しないでください。 

乂中に投入しないで < ださし、 

•本機を火中に投入しないでくださ 
し、破裂による乂災 • けがの原因と 
なることびあります。 


• 本書中の表示/イラストは、印刷のため実物と異なることび 
あります。 

• 本書の内容に関しては、将来予告なしに変更することびあり 
ます。 

• 本書の内容については万全を期して作成いたしましたび、万 
一ご不審な点や誤りなど、お気づさのことがありましたらご 
連絡ください。 

•万一、本機使用や故障により生じた損害、逸失利益または 
第兰者からのいかなる請求についてむ、当社では一切その責 
任を負えませんので、あらかじめご了承ください。 






ご使用上のを意 


♦ お買い上げ直後、本機を使用する前に必ず画 
キーを巧して < ださい。 

• 本機び正常に使用でさてち、定期的に/ぶず電池 
を交換して < ださい。 

FC -200 V . 3年 ( LR 44) 

特に消耗ずみの電池を放置しておさますと、液をれ 
をおこし故障などの原因になることびありますの 
で、計算機内には絶対に残しておかないでください。 

• 付属の電池は、工場出荷時より微少な放電によ 
る消耗び始まっています。そのため、製品の使用 
開始時期によっては、所定の使用時間に満たな 
いうちに寿命となることびあります。あ5かじ 
めご了承ください。 

• 本機に記憶させた内割ホ、ノートに書くなどし 
て、本機とは別に必ず控えを残してください。本 
機の故障、修理や電池消耗などにより、記憶内容 
び消えることびあります。 

• 極端な温度条件下での使用や保管は避けてくだ 
さい。 

低温では表示の応答速度び遅 < なったり、点丹しな 
くなったり、電池寿命び短くなったりします。また、 
直射日光の当たる場所や窓際または暖房器具の近< 
など、極端に温度び高くなる場所には置かないでく 
ださい。 

ケースの変色や変形、または電子回路の故障の原因 
になります。 

• 湿気やほこりのをい場所での使用や保管は避け 
て < ださい。 

水び直接かかるような使用は避けるととをに、湿気 
やほこりにを十分ごを意ください。 

電子回路の故障の原因となります。 





♦ 落としたり、強いショックを与えないでくださ 
い。 

• 「ひねり」や r 巧げ」を与えないでください。 

ズボンのポケットに入れるなど、「ひねり」や「曲げ」 
を与える恐れびあることをしないでください。 

参分解しないで<ださい。 


♦ ボールペンなど鋭利なものでキー操作をしない 
で < ださい。 

• お手入れの際は、乾いた柔5かい巧をご使用く 
ださい。 

特に巧れびひどい場合は、中性洗剤液に浸した布を 
固くしぼっておふさください。なお、シンナーやベン 
ジンなどの揮発性溶剤は使用しないでください。 
キーの上の文字び消えたり、ケースにシ三をつけて 
しまう恐れびあります。 
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計算を始める前に 


■電源を入れるには 

電源を入れるには、画を押します。 


■電源を切るには 

電源を切るには、画因画 （ OFF ) を押します。 

電源を切っても、次の情報は保持されます。 

• 各種設定状態 (16 ページ） 

•アンヴーメモ U — (36 ページ)、独立メモ U — (38 ページ)、変 
数メモ U — (40 ぺージ)、金融計算メモ U — ( VARS ) (41 ぺ一 
ジ)の内容 

■コントラストを調節ずるには 

液晶表示び薄すざたり濃すぎたりして見づらい場合は、コント 
ラストを調節します。 

1. fSETU^ 

•セットアップ画面び表示されます。 

2. ® で‘ CONTRAST : EXE " を選択し、函 
• コントラスト画面び表示されます。 


CONTRAST 


LIGHT 

DARK 

C" 

Ltrl 


3. (3) または@を押して調節します。 

4. fiscl 


ご注意 

コントラストの調節を行っても液晶表示び見づらい場合は、電 
池び消耗しています。新しい電池に交換してください。 
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■ キーの 見かたの基本 ルール 

本機への入力操作は、ずべて本機のキーを使って行いま 
ず。 

丰一を単独で押した場合は、その丰一の表面に印刷されている 
数きや演算テの入力 （田、 旧など)、または機能の実行 (画、画 
など)びでさます。 

丰一の上に表示されている機能は、呼び出し方や使用可能な 
モードに応じて色分けされています。 

♦ キーの上に黄色で表示されている関数や機能は、画固を押し 
た後にその丰一を押すことで入力または実行することびで 
さます。 

例：画固の ( sin )、 画固画 ( INS ) 

• 丰一の上に ホ 色で表示されている変数、定数は、画を押した 
後にその丰一を押すことで入力することびでさます。 

例：应§画固 ( A )、 应§因因 (e) 

■ 画面表示について 

本機は31ドット X 96 ドットの液晶画面表示を備えています。 
この液晶画面への各種の情報表示ついて説明します。 

口入力式と計算結果の表示について 

本機のディスプレイは、入力した計算式と計算結果の出力を、同 
時に表示でさます。 

入力式表示 
計算結果表示 

金融計算モード 

モード表示 
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日シンボル表示について 

現在の計算モードや設定状態、計算の経過などび、ディスプレイ 
の最上部にシンボルで表示されます。 

き^71^例 「 STAT 回 


シンボル表示には、それぞれ次の意味びあります。 

《各シンボルの表示位置の左からちの順に U ストしています。 


シンボル 

意味 

参照頁 

〇 

画固を押したときに点灯し、次の丰一を 
押すと消えます。 

3 

〇 

应 画を押したときに点灯し、次の丰一を 
押すと消えます。 

3 


独立メモ U —にデータび登録されている 
間、点灯します。 

39 

STO 

メモリーへのデータの登録に関連した表 
示です。画固画 ( ST 0) を押したときに点 
灯し、次の丰一を押すと消えます。 

39 

40 

91 

RCL 

メモ U —からのデータの呼び出しに関連 
した表示です。画を押したとさに点灯し、 
次の丰一を押すと消えます。 

STAT 

STAT モード時に点灯します。 

105 

360 

年間曰数設定び、360曰の場合に点巧し 
ます。 

17 

SI 

端曰数部分の金利計算を、単利で行ラ場 
合に点灯します。 

17 

DMY 

曰付の並びちび、「曰、月、年」の場合に点 
巧します。 

17 

mm 

角度設定び「度」の場合に点灯します。 

17 

〇 

角度設定び「ラジアン」の場合に点巧し 
ます。 

B 

角度設定び「グラード」の場合に点巧し 
ます。 
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シンボル 

意昧 

参照頁 

FIX 

表示巧数設定び Fix 時に点巧します。 

17 

SCI 

表示が数設定び Sci 時に点なします。 

▼ 

U プレイ可能な計算履歴び記憶されて 
いるときや、前画面/次画面びあるとき 
に点灯します。 

34 

▲ 

Disp 

マルチステートメントによる計算の実 
行中に点灯します。 

33 


ご注意 

複雑な演算を実行したとさなど、実行結果を表示するのに時間 
びかかる場合に、表示上はシンボルのみ点灯した状態となりま 
す。 
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計算モードとセットアップについて 


■計算モードー覧 


計算モード名 

モード指定 
のボタン 

参照頁 

単利計算 (Simple Interest ) 


43 

複利計算 (Compound Interest ) 


45 

投資評価 (Cash Flow ) 


51 

年賦償還計算 ( Amortization ) 


55 

四則演算 • 関数計算 ( Compute ) 


29, 95 

統計計算 ( Statistics ) 

ISTATl 

105 

金利変換 ( Conversion ) 

| cnvr ) 

59 

原価、販売価格、粗利計算 

に ost / Sell / Margin ) 


61 

曰数計算 （Days Calculation ) 


63 

減価償却費計算 ( Depreciation ) 


66 

債券計算 ( Bond ) 


70 

損益分岐点関連計算 ( Break - Even ) 


76 
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の ▼ 

Date Mode:36 己 
dn:CI 

Periods/V:flnnu 


■セットアップについて 

♦ 計算するとさの条件や画面表示を設定します。また、画面の 
コントラストを調整することびできます。 

□セットアップ ( Setup ) 画面を表示させるには 

次の2種類のやりちびあります。 

• 国 i 困を押す。 

• メニュー画面で‘ Set :" と表示さ 
れる計算モードでは、それを選 
択し臨!を押す。 


本書の操作例では、国！困を押す操作を使用しています。 

區1图キーでの表示 

1. 国 i 困丰一を押します。 

•セットアップ項目び表示されます。 

•項目内訳は、「設定項目一覧」 （17 ぺージ)をご覧ください。 

2. ® 度)で設定変更したい項目を選び、函を押します。 

• 選んだ項目の選択肢び表示されます。 

• 1；(降の操作は「設定項目一覧」 （17 ページ)で、希望の設定項 
目の説明を探してご参照ください。 

各計算モードか5の表示(メニュー画面に" Set " 項目びあ 
る計算モードのみ） 

1. 各計算モードのメニュー画面からみ®で‘ Set :" を選択し、 
函を押します。 

• この場合は、セットアップのトップメニューでなく、選んだ 
項目の選択肢び表示されます。 

• 1；(降の操作は「設定項目一覧」 （17 ページ)で、希望の設定項 
目の説明を探してご参照ください。 
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己設定項目一覧 


No . 

表示 

内容 

参照頁 

① 

Payment 

支払い期曰(期初/期末)の設定 

17 

② 

Date Mode 

年間曰数の設定 

18 

③ 

dn 

端曰数の金利計算の設定 

18 

④ 

Periods/Y 

利仏い間隔の設定 

18 

⑤ 

Bond Date 

曰付か、利払い回数かを選択 

18 

⑥ 

Date Input 

曰付の並びちを設定 

19 

⑦ 

PRF/Ratio 

利益か、利益率かを選択 

19 

⑧ 

B-Even 

売上数量か、売上高かを選択 

19 

⑨ 

Digit Sep . 

3巧区切り記号の設定 

20 

⑩ 

Angle 

角度設定の切り替え 

20 

⑩ 

Fix 

小数点政下が数の指定 

20 


Sci 

有効が数の指定 

21 

© 

Norm 

指数表示される数値範囲の指定 

21 


STAT 

統計表示の設定 

22 


CONTRAST 

コントラストの調整 

22 


日設定内容の説明と設定方法 

項目ごとに選択肢び一覧表示されます。 

希望の選択肢を1;(下のいずれかで指定します。 

• 番号で指定する 
#み®で選択し、画を押す 

① Payment : 複利計算 ( CMPD ) モード、年賦償還 (am RT ) モー 
ド、 

•支払時期を設定します。 

"1: Begin " .……期初 

"2: End ". 期末 

1. み度)で‘ Payment " を選択し、 

函 



2•丘] (1 : Begin ) または回 （2: End ) を押します。 
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② Date Mode ： 単利計算 ( SMPL ) モード、日数計算 ( DAYS ) 

モード、債券計算 ( BOND ) モード 
• 1年を何日として計算するかを設定します。 

"1づ60" . 360日 

"2:365" . 365日 

1 • み®で ‘ Date Mode " を選択し、 

函 

2. 圧 1(1 づ 60) または回 （2 づ 65) を押します。 

③ dn : 複利計算 ( CMPD ) モード 

•端日数卜月に満たない月の日数)部分の金利計算を、単利で 
するか、複利でするかを設定します。 

" i:cr . 複利 

" 2:sr . 単利 

1. み®で‘ dn " を選択し、臨！ 


2. 丘] (1: CI ) または回 （2: SI ) を押します。 

④ Periods / Y : 債券計算 ( BOND ) モード 

• 利払い間隔を1年に1回 （ Annual ) にするか、半年に1回 
( Semi - Annual ) にするかを設定します。 

"1 Annual " …"1年に1回 

"2: Semi ". 半年に 1 回 

1. み度)で‘ Periods / Y " を選択し、 

函 

2-圧 I (1 : Annual ) または回 （2: Semi ) を押します。 

⑤ Bond Date ： 債券計算 ( BOND ) モード 

• 債券計算の時に期間を指定しますび、日付 ( Date ) で指定する 
か、利仏い回数 ( Term ) で指定するかを設定します。 

"1: Date ". 日付 

"2: Term ". 利払い回数 
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1. み®で ‘ Bond Date " を選択し、 

函 

2- の （1 : Date ) または回 （2: Term ) を押します。 

⑥ Date Input ： 日数計算 ( DAYS ) モード、債券計算 ( BOND ) 

モード 

• 日付の並びちを MDY (月、日、年)にするか、 DMY (日、月、年)に 
するかを設定します。 

"1: MDY ". 月、日、年の順06012006 (2006 年6月1日） 

"2: DMY ". 日、月、年の順01062006 (2006 年6月1日） 

1. み度)で " Date Input " を選択し、 

函 

2. 圧 |(1: MDY ) または回 （2: DMY ) を押します。 

⑦ PRF / Ratio : 損益分岐点関連計算 ( BEVN ) モード内の損益 

分岐点計算サブモード 

• 損益分岐点の計算をするとさ、利益 ( PRF ) を使用するか、利益 
率 ( r %) を使用するかを設定します。 

"1: PRF ". 利益 

"2: r %". 利益率 

1. み®で‘ PRF / Ratio " を選択し、 

函 

2. 丘] (1: PRF ) または回 （2: r %) を押します。 

⑨ B-Even :損益分岐点関連計算 ( BEVN ) モード内の損益分岐 
点計算ヴブモード 

• 損益分岐点の計算をするとさ、売上数量 ( Quantity ) を使用する 
か、売上高 ( Sales ) を使用するかを設定します。 

"1: Quantity "... 売上数量 
"2: Sales ". 売上高 
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1. み®で‘ B - Even " を選択し、函 

2-圧 I (1 : Quantity ) または回 （2: Sales ) を押します。 

⑨ Digit Sep .： 統計計算 ( STAT ) モードと、四則演算と関数 

( COMP ) モードを除くすべてのモード 
• 整数部分の表示に3巧区切り記号を設定します。返) Sc が設定 
されると区切り記号は表示でさません。 

"1 : Superscript " •••••• 上付カンマ 1231456 

"2: Subscript ". 下付カンマ 123,456 

"3: Off ". 3巧区切り記号無し 123456 

1. み®で ‘ Digit Sep •"を選択し、 

函 

2-圧 I (1 : Superscript ) 、 回 （2: Subscript ) または回 （3: Off ) を押 

します。 

饭) Angle : すべてのモード 
• =角関数で利用する角度の単位を切り替えます。 

"1: Deg ". 度 

"2: Rad ". ラジアン 

"3: Gra ". グラード 

例:90。= — ラジアン=100グラード 
2 

1. み®で‘ Angle " を選択し、函 

2- の （1 : Deg ) 、 回 （2: Rad ) または回 （3: Gra ) を押します。 

⑩ Fix : すべてのモード 

•ノ」\数点!;(下の巧数を指定します。計算結果は、指定したがの一 
巧下で四捨五入され、指定した巧までび表示されます。 
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•⑩ Fix を設定すると、返) Sci と婚) Norm は解除 ( Off に設定)され 
ます。 

"〇〜 9"....... 表示する小数点!;(下の巧数を、0からが行の間で指 

定します。 

例： 100^7 = 14.286 (Fix 3) 

14.29 (Fix 2) 

1. み®で‘ Fix " を選択し、函 

2. 表示したい小数点下の巧数を入力 
返) Sci : すべてのモード 

• 有効が数を指定します。計算結果は、指定したがの一巧下で四 
捨五入され、指定した巧までび表示されます。 

•返) Sci を設定すると、⑩ Fix と婚) Norm は解除 ( Off に設定)され 
ます。 

"1 〜9, 0"..... 有効が数は、1巧 (1) から10巧 (0) の間で指定しま 
す。 

例： 10^7=1.4286X100 (Sci 5) 

1-429 X 100 (Sci 4) 

1. み®で‘ Sci " を選択し、函 

2. 表示したい有効が数を入力 

返) Norm : すべてのモード 
• 指数表示になる数値範囲を指定します。 

•婚) Norm を設定すると、⑩ Fix と返) Sci は解除 ( Off に設定)され 
ます。 

"1 または 2" •…. Norm 1 または Norm 2 を選びます。 

Norm1 :1 〇 -2 > \x\, \x\ ^ 1 〇 1 。 

Norm2:10-9 > \x\, \x\ ^ 1 〇 1 。 

例： 1^200 = 5 X 10-3 ( Norml ) 

0.005 ( Norm 2) 

1. @度)で‘ Norm " を選択し、函 

2. 丘] ( Norml ) または回 （ Norm 2) を入力 
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@ STAT : 統計計算 ( STAT ) モード、投資評価 ( CASH ) モード 
• 統計計算モードの DataEditor において、頻度 ( FREQ ) 列を表示 
するか、しないかを設定します。 

投資評価 モー ドでは、統計計算 モー ドの DataEditor を流用して 
います。「表示する」に設定すると、投資評価用に入力でさる 
データの最大数び減かします。 

"1:0が . 頻度 ( FREQ ) 列を表示します。 

"2:0 け" . 頻度 ( FREQ ) 列を表示しません。 

1. み®で" STAT " を選択し、國 


2. 圧 |(1:0 n ) または回 （2:0 ff ) を押します。 

重要 

この操作により Edito 内のデータはク U アされます(現在と同じ 
設定を選んだ場合でもク U アされます)。 

© CONTRAST ： すべてのモード 

• 表示画面び薄すざたり濃すざたりして見づらい場合に、画面 
のコントラストを調節します。 

1- み®で‘ CONTRAST : EXE " を 

選択し、函 


2. (3) または ( g ) を押して調節します。 

3. 國を押します。 

重要 

設定画面のち上に表されている力ーソルマークは、設定画面 
に入る直前の状態を表示しています。 

ロセットアップを初期化ずるには 

1. 励丽)图 ( CLR ) 

2. み®で‘ Setup : EXE " を選択し函. 

3. 國 ( Yes ) 

4-画 

♦ 初期化を実行しない場合は、國 ( Yes ) を押す代わりに 
國 ( Cancel ) を押してください。 

•セツトアップの初期化を実行すると COMP モードに移動し 
ます。 
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式や数値の入力について 


本節では、計算式の入力や、入力した計算式の訂正のしかたなど 
について説明します。 


■ 計算式の入力(書式通り入力方式） 

本機は紙に書しぶ:通りに計算式を入力し、画を押すと計算び実 
行される「書式通り入力ち式」を採用しています。加減乗除、関 
数、カツコの優先順位は、自動的に判別されます。 
CID2(5+4)-2X(-3) = 

回の回旧团囚日 
回固岡回网 


□カツコ付き関数 ( Sin , cos ,/" など)の入力につい 
て 

本機では、次の関数は開きカツコ付きで入力されます。弓徽の末 
尾に閉じカツコ 0) を入力することび必要です。 

sin(, cos し tan し sin-^(, cos-i( ， tan-i( ， sinh し cosh し tanh し 
sinh-i( ， cosh-i( ， tanh-i( ， log(, ln(, e へし 10 へ ( ，へ ( ，厂し ミ厂し Abs(, 
乂厂， Pol(, Rec し Rnd( 

(例 )sin 30 = 

Deg 

1 - 

2 - (?) 度)で" sin ("を選択し國 
3. 回の囚國 

• 一部の関数は、直接丰一で呼び出すことちでさます。 

(例 )sin 30 = 

1. 耐巧 rn(sin) 

2. 回の囚國 


sinC30) A 

0■日 


2C5+4)-2x-3 

己 4 
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己乗算記号（ X )の省略について 

次の乗算記号 （ X ) は、入力を省略することびできます。 

•のの前……2と( 5 + 4 )など 

.カッコ付き関数の前……2 と sin (30)、 2 と厂 (3) など 
•メモ U — 、定数、乱数の前 . 20と A 、 2と71 など 

口計算式末尾のカッコの省略について 

國直前の田は、省略しても入力したとみなされます。「計算式 
末尾の開じカッコの省略について」 （30 ぺージ)も参照してくだ 
さい。 

口画面幅に収まらない計算式の表术について 

-度に表示可能な巧数 (14 做を超えて計算式の入力を斤うと、 
表示び自動的にスク n —ルし、画面に収まらない部分び隠れま 
す。このとさ、画面の左端に「◄」び表示されます。 

入力した計算式——1111+2222+3333+444 


画面への表示-イのの+ 3333+444 

_ 0 

カーソル 

• 「◄」び表示された状態では、 3) 丰一を押してカーソルを移 
動し、表示を左スク□ールすることびでさます。 

口 入力文字数(バイ ト数)について 

• 本機は計算式の入カエ U アとして、99バイトび確保されて 
おり、1つの計算式につさ99バイトまで入力可能です。基本 
的に1丰一入力(数字や演算テ、関数などの1つの入力）につ 
き1バイトです。困の ( sin ) のように2つの丰一操作によっ 
て1つの機能を呼び出すような場合は、2丰一入力で1バイト 
となります。 

•通常、入力位置を表す力ーソルは 「L (またはし」）の点滅に 
よって表示されますび、89バイト目!;(降の入力になると、力一 
ソルび「画」の点滅に変わります。このようが易合は、区切りの 
良いところで一度入力を終了し、計算結果を得てください。 

• 計算履歴 (34 ぺージ)には、ひとつの計算式を最大76バイトま 
で記録できます。カスタムショートカツト丰一 (91 ページ)に 
は、ひとつの計算式を最大89バイトまで登録できます。 


F 









• 得られた計算結果からさらに計算を続ける場合は、區)丰一 
を利用すると便利です。画丰一については「アンヴーメモ 
U -( Ans)J (36 ぺージ)を参照してください。 


■計算式の訂正 

入力中の計算式を訂正する操作について説明します。訂正の操 
作は、挿入モードと上書さモードで異なる場合びあります。 

口 r 挿入モード」と r 上書きモード」について 


入力時に、カーソル位置に文字び追加挿入される状態のことを 
「挿入モード」、カーソル位置の文字び入力した文字に置さ換わ 
る状態を「上書さモード」と呼びます。 



元の式 

田を押ずと 

挿入 
モード時 

い2134 

力ーソル- 1 

1+2+134 

上書さ 
モード時 

1+234 

力ーソル- 1 

1+2+4 


本機の初期状態では「挿入モード」で計算式の入力び行われま 
す。必要に応じて「上書きモード」に切り替えて入力を行うこと 
ち可能です。 


• 挿入モードでは、入力位置に1」び点滅します。上書さモード 
では、文字の入力位置に「《」び点滅します。 

• 入力中に画因画 ( INS ) を押すと上書きモードに切り替わりま 
す。 

口直前の文字を訂正するには 

力ーソルび入力行の最後尾にあるとき、画を押すと、直前に入 
力した文字び削除されます。 

CW ) 369 X 12 を 369 X 13 と入力してしまった場合 
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回 


369x121 


口不要な文字を削除するには 

@または®を使つて不要な文字の直後(挿入モード時)または 
不要な文字の下(上書さモード時)にカーソルを合わせ、画を押 
します。画を1回押すごとに、下記のように1文字び削除されま 
す。 

QD 369 X 12を369 X X 12と入力してしまつた場合 
挿入モード時:カーソル位置直前の1文字を削除 



上書さモード時:カーソル位置の1文字を削除 
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日計算式の途中の誤りを訂正するには 

挿入モード時は、@またはを)を使って間違った文きの直後に 
力ーソ) レを合わせ、画を押して削除した後、入力し直します。上 
書さモード時は、@または®を使って間違った文字の下に 
カーソルを合わせ、そのまま入力し直します。 

( W ) Sin (60) を cos (60) と入力してしまった場合 


挿入モード時： 

画固 [2] ( cos ) 医]匹]丘] 

@@(3) 画 
IshiftI LG ( sin ) 

上書さモード時： 

困回い 0S) 固匹]田 

@@@@ 

画 ift| 丘] ( sin ) 


cosCG0)l 


の 


I 即） 


の 


Sind 即） 


の 


COSCG0) 


の 


COSCG0) 


の 


sin ( 即） 


の 


口計算式の途中に文字を挿入するには 

必ず挿入モードで操作を行つて < ださい。@または ( g ) で挿入 
したい箇所にカーソルを合わせ、入力します。 
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■ エラー 位置表示に ついて 

演算実行時(画を押したとを)に、計算式に数学的な誤り (Math 
ERROR ) や構文上の誤り （ Syn ね X ERROR ) などびあった場合、 
エラーメツセージを表示します。このような場合、度)または 
丰一を押すとエラー位置にカーソルび移動し、計算式を訂正す 
ることびでさます。 


广例 ) 14^10 X 2 = を誤って 14^0 X 2 = と入力した場合 
(挿入モードで操作するちのとします。） 


丘] LU 因团固 LU に XE ] 


み（または@) 



の 

Math 

ERROR 

CAC ] 

: Cancel 

["[>]: Goto 


14-01x2 


の 


ここに エラーび ある 

@ 圧！ 


の 


14-110x2 


14-10 x 2 


の 


▲ 


己•日 


エラーメッセージ画面で(^(または@)の代わりに画を押 
すと、計算式びク U アされます。 
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基本計算 


本節では、最ち簡単な計算として、四則演算、ノ —セント計算の 
操作について説明します。 

本節での計算を行ラ際には、計算モード (15 ページ参照)と 
して COMP モード（网洞）を選択してください。 


■ 四則演算 

西、日、因、因 丰一を使って加減乗除を実行できます。 

(HD 2.5 + 1-2 =1.5 

回 (3 回旧の日回厕 


Cm 2) 7 X 8-4 X 5 = 36 

回固面日团因回厕 


•加減乗除の計算の優先順位は自動的に判別されます。計算の 
優先順位について詳しくは、「計算の優先順位」 （132 ぺージ) 
を参照してください。 

口小数点必下が数固定と有効が数指定について 

実行したい計算に応じて、計算結果を小数点!^ソ下何巧までホめ 
るかを固定したり、有効が数を指定したりでさます。 

QD ド 6= 

初期設定時 ( Nomi 1) 


小数点!^ソ下3巧固定時 tix 3) 


有効巧数3巧指定時 ( Sci 3) 


•詳しくは「設定項目一覧」 （1 7ページ)を参照してください。 


日 .1 目目目日目日目目？ 


0.167 


の X が 


2.5+1-2 

▲ 

し已 



?が-4巧0 

▲ 

36 
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己計算式末尾の閉じカツコの省略について 

計算式の末尾（函の直前)の開じカツコ 0) は、入力を省略する 
ことびでさます。 

QD (2+3) x (4-1)=15 

の回西回囚固 
の团日の 函 


このカツコは入力しなくてもよい 

♦ 閉じカツコび省略可能なのは、函の直前だけです。計算式の 
途中で開じカツコの入力を忘れた場合は、正しい計算結果び 
得られなくなります。 

■パーセント計算 

透己）2% = 0.02 

回麻?!の (％) 函 


Cm 2) 150 X 20% = 30 

の回の因回の 
@ の ド/。) 國 

( fr ^ 660は880の何％ですか？ 


固固脚因山团面 
@の ド/。) 函 


(副み2500に15%加えます 


回回 L £ J 凶旧回凹曲面 
因の回 ( pil 広1(%)函 


た 

0-0 己 


150^20^ 

▲ 

如 



660-880：; 

▲ 

7已 


2日 00+2日 00 x 1 日:； 

己の日 


(己 +3) x (4 -l 

15 
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透国）3500の25%引き 



回 ▲ 

回回函函日回回のの 

3日 00-3 日 00 x 2 日;； 

因回回画の (％) 函 

2625 

(例 6) 168と98と734の合計の20%引き 

の固团旧图国旧 

1 G 8+98+734 

回回の函 

1日日0 

回 ▲ 


Ans - Ans >^20 J ； 

日画因回の画の (％) 函 



日00 

(例 7 ) 500 g の試料に 300 g を加えると、初めの何％となります 

か？ 



回 ▲ 

回のの旧回のの 

3邮+日00北 

[ SHiFl ] 囚 い％) 



1 G 0 

(例 8) 数値び40から46に増えたとき、何％増えたことになりま 

すか？また48に増えたとさは？ 

巧人 t ー ド時： 

回 ▲ 

の固日团の 

46-40 北 

[ SHiFl ] 囚 い％) 

1巳 


@@@画团國 

4日-40北’ 

▲ 

2白 




Cm 9つ 仕入れ代金び480円、利益率び25%の商品の売値と利益 
金額はいくらですか？ 


团团幽凶回回 
(pfl 囚い％) 


4日日北 

G 40 
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团团面因回回 

[ SHiFT ] 囚い％) 


汀列1な 仕入れ代金び130円の商品を、利益率-4%で販売したと 
きの売値と損失金額はいくらですか？ 


の回脚凶凹团 
邮!囚い％) 


の回脚因凹团 
画巧曰い％) 


回 ▲ 


130> i -4 d ：; 

125 



13お-4ぶ ； D 

▲ 

-已 


4日日づ日北 

1 G 0 
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■マルチステートメントを使った計算 

マルチステートメントとは、"1+1: 2+2 : 3+3" のように、複数 
の計算式を「:」で区切って1行に記述したものです。函を押すご 
とに先頭の計算式から順次結果を得ることびでさます。 

QD 3+3と 3 X 3 をマルチステートメントで計算します。 

挿入モード時： 

1. 回の回 
2 - 

3. み®で"："を選択し画 

4•回因回 


• マルチステートメントによる計算の途中には、画面のち上に 
Disp シンボルび点灯します。 Disp シンボルは、マルチステー 
トメン 卜末尾の計算式の結果び表示された時点で消灯しま 
す。 
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■ 計算履歴とリプレイ機能の利用 

本機で計算を実行するごとに、入力した計算式と計算結果び 
セツトで記録されます。この記録を「計算履歴」と呼びます。 

口計算履歴を呼び出すには 

計算履励ま、みを押すごとに順次さかのぼって表示することび 
でさます。計算式と計算結果の両方び表示されます。 



•計算履歴をさかのぼることびでさる場合は、画面ち上に血シ 
ンボルび表示されます。表示中の計算履歴よりち後に計算履 
歴びある場合は、▼シンボルび表示され、度)を押すことで次 
の計算履歴を表示でさます。 

• 計算履歴は、励を押したとさ、計算モードを切り替えたと 
き、本機を初期状態に戻したとき、セットアップを初期化し 
たとさに、すべてク U アされます。 

• 計算履歴として記憶できる数には制限びあります。記憶可能 
な範囲を超えた計算履歴び作られた場合、一番ちい計算履歴 
び自動的に削除されます。 


-34 - 





日リプレイ機能 

(3) または@を押すことで、直前に実行した計算式び編集可能 
な状態となります。編集後に函を押すことで、編集後の計算式 
による演算び新規実行されます。 


广例 ） 4 X 3+2.5 = 14.5 

4 X 3-7.1 =4.9(計算式の一部び共通する計算の実行) 
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各種メモリーの利用 


本機は、ユーヴーによる数値の登録と呼び出しび可能なェ U ア 
として、次のメモ U —を備えています。 


メモリー 

説明 

アンサー 

メモリー 

最新の計算結果を記憶しておく メモ U —です。 

独立 
メモ U — 

複数の計算結果の加算または減算に便利です。 
画面上では" M " で表されます。 

変数 

メモ U — 

A , B , C , D , X , Y の6つの文字に巧して、個別に 
異なる数値などを登録し、計創こ利用すること 
びでさます。 

VARS 

メモ U — 

金融計算で使われる10種類(な，1%， PV ， PMT , 
FV , P / Y , C / Y ， PM 1, PM 2, Dys ) のメモ U —です。 
COMP (四則演算と関数)モードでわ呼び出すこ 
とびでさます。 


本節では、これらのメモ U —を利用した計算の操作について説 
明します。 


計算モードに応じたさ種メモ U —の利用については、各計算 
モードの節を参照してください。 

本節では、 COMP モード(应画)を選択した場合で、操作を説 
明します。 


■ アンヴーメモリー ( Ans ) 

己 Ans の概要 

# Ans は臨]や ISOLVEI 、 画、困画 （ M -)、 画、困画 ( STO ) の 

さ丰一操作によって演算び実行されるごとに更新され、最新 
の演算結果15巧び格納されます。 

•演算結果びエラーとなった場合は、 Ans は更新されません。 
•複数の結果を同時に得るような計算(座標計算など)の実行 
時は、先に結果表示される側の数値で Ans び更新されます。 

• Ans の内容は、画丰一操作、計算モード変更操作、電源オフ操 
作後ち保持されます。 
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# 極座標計算や 、 Simple interest Mode での" ALLSolve " 計算な 

ど、複数の解をホめた場合 、 Answer Memory に保巧される値 
は、その画面の一番上に表示されている解の値です。 

口 Ans を使って連続計算を行うには 

表示中の計算結果を利用して、連続して計算を実行でさます。 

( W \) 3 X 4 の計算結果を30で割ります。 



因を押すと Ans び自動的に入力される 


d 列 2) 3 2 +4 2 の計算結果の平方根をホめます。 



ヒント 

•計算結果の表示中に、演算テや関数を入力すると、その演算 
テや関数の弓徽として Ans び自動的に指定されます。ただし 
カツコ付き関数 (23 ページ参照)の場合は、上記の ( H ) のよ 
うに関数を単独で入力し國を押した場合のみ、自動的に Ans 
び引数となります。 

• 連続計算の操作は、基本的には計算結果を表示した直後のみ 
有効です。画を押した後で Ans を呼び出したい場合は、區) 
丰一を使ってください。 
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日計算式の特定の位置に Ans を入力するには 

區)丰一を使うと、計算式の特定位置に Ans を入力することびで 
さます。 

( WD 123+456の計算結果を、次の計算の中で使います。 


123+456 = 579 789 -579 = 210 



Cm 2つ 3 2 +4 2 の計算結果の平方根に5を加えます。 

回困圧!が) 西 圧！ 3 2 +42 

fSHiPT) [4] が、厕 



■独立メモリー ( M ) 

口独立メモリーの概要 

• 入力した数値や計算式を直接 M に巧して加算、または M から 
減算でさます。 

徴値}(または{計算式})画 （ M に力腹） 

徴値}(または{計算式})画画 ( M -)( M から減算） 

画、画因画 （ M -) の丰一操作には、演算実行（函丰一操作と 
同等)の働きびあります。計算式を入力してから画（または 
画因画 （ M -)) を押すと、函を押した場合と同様に演算び実 
行され、その結果び M に加算(または M から減算)されます。 
#計算結果の表示中に画（または画固画 （ M -)) を押すと、表示 
中の計算結果(アンサーメモ U - の内容)び M に加算(または 
M から減算)されます。 
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• 単独で M を呼び出して、現在格納されている値を確認するこ 
とびでさます。 

画画 (M) 

•金融計算で使用される数値を、独立メモ U-(M) に保をする 
ことびでさます。 

OD 単利計算 (SMPL) モードで SI を独立メモ U-(M) に保存 
します。 

SMPL モード 

1. "SMPL" モードに入り、" sr を計 
算します。 (43 ページを参照して 
ください） 

2. 耐 Pi] 国 (STO) 

3. み®で、" sr を選択し函 

4. み®で、" M:" を選択し函 

5. 函 (Yes) 

• 画面に"#"マークび出ている場所は、登録済です。 

操作を続けると上書さされます。 

• 独立メモ U —に巧して数値び書さ込まれると、画面左上に M 
シンボルび点灯します。 



独立メモ U —の値び0の時は M シンボルび消灯し、それ!;(外 
の値では点灯します。 

• 独立メモ U —の内容は、 画丰一 操作、計算モード変更操作、 
電源オフ操作後ち保持されます。 

口独立メモリーを使った計算例 

画面に" M " び表示されているときは、事前に「独立メモ U -をク 
U アするには」 （40 ページ)に従って独立メモ U —を初期化して 
ください。 

QD 23+9 = 32 
53-6 = 47 
-)45 X 2 = 90 
_ 99手3_ = _33 

洽計） 22 


凹回田凶 IM ±) 
回回日回画 
圧!回国回画画 ( M -) 
图图囚回画 
pil 画 ( M ) 函 



— 〇9 — 


( M の呼び出し) 




ヒント 

• 独立メモ U —は、変数メモ U — (後述)と同じように計算式の 
中で使うことも巧能です。 

口独立メモリーをクリアずるには 

1•匹] 

2. 耐 Pi ] 厕 ( STO ) 

3. み®で" M :" を選択し函 

4. 函 ( Yes ) 

独立メモ U —の内容びク U アされ、 M シンボルび消灯します。 

参この操作で OiU 外の数値を指定することで、その数値を M に代 
入することちでさます。 

■変数メモリー ( A ， B ， C ， D ， X ， Y ) 

数値を格納するための変数メモ U - として6つのエ U ア ( A ， B ， C ， 
D ， X ， Y ) び用意されています。各変数メモ U —への登録/呼び 
出し時には、次のさ丰一を利用します。 

ABC D X Y 

CNV 巧 IC0STI fPAYSI IDEPR] [T\ ICTLGI 

□変数メモリーの概要 

•各変数メモ U —に、数値や計算結果を書さ込むことびでさま 
す。 

例：変数メモ U — A に3+5を書さ込む 

1. 回の回 

2. 雨 Pi ] 厕 ( STO ) 

3. み度) で" A :" を選択し函 

4. 函 ( Yes ) 

• 各変数メモ U —を単独で呼び出して、現在格納されている値 
を確認することびでさます。 

例：変数メモ U — A を呼び出す 

IALPHAI ICNVRI(A) 

♦計算式の中に各変数メモ U —を呼び出して利用することび 
でさます。 

例： A に B を掛ける 

pi ) 励河 ( A ) 固应1阮巧 ( B ) pi 
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• 金融計算で使用される数値を、変数メモ U —に保をすること 
びでさます。 

QD CMPD モードで PMT を" A " に保存します。 

CMPD モード 

1. み度)で、" PMT " を選択します。 [ 0 

2- 困画 ( STO ) FV =100000 

3. ® @で‘ A :" を選択し函 目ごた 1 2 

4. 函 ( Yes ) 

• 画面に"#"マークび出ている場所は、登録済です。 

操作を続けると上書さされます。 

♦ 各変数メモ U —の内容は、画キー操作、計算モード変更操 
作、電源オフ操作後ち保持されます。 

口変数メモリーを使った計算例 

QD B 、 c に格納した計算結果を使って計算を実行します。 

一 X け3 二1-425 


3 二1425 

1. 图因回旧回 

2. 麻 ?] 厕 ( STO ) 

3. み度)で‘ B:" を選択し國 

4. 函 Pt^es) 


旧■別回 


6-耐 Pi ] 厕 ( STO ) 

7. み度)で‘ C :" を選択し函 

8. 函 ( Yes ) 


お E +3 非 




■金融計算メモリー ( VARS ) 

な， 1%, PV, PMT, FV, P/Y ， C/Y, PM1, PM2, Dys 

# VARS メモ U —は、金融計算で使用するメモ U —です。使いち 
は、各計算モードを参照してください。 
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• VARS は金融計算で使用するメモ U -ですび、"四則演算と関 
数" ( COMP ) モードでも呼び出すことびできます。 

口 "四則演算と関数" (COMP) モードでの VARS メモ 
リーの呼び出し方 

1- fsHiFf ) lCTLGl ( VARS ) 


2. み度)で呼び出したし WARS メモ U - を選択し、函 

□ VARS メモリーをクリアするには 

1. 励砸)图 ( CLR ) 

2. み度)で‘ VARS : EXE " を選択し函 

3. 函 ( Yes ) 

4-画 

•ク U アを実行しない場合は、函 ( Yes ) を押す代わりに 
國 ( Cancel ) を押してください。 

• VARS メモ U —の初期値 

P / Y , C/Y . 1 

な，1%, PV , PMT , FV , PM 1 ， PM 2, Dys "…. 0 

■メモリー内容を一括してクリアずるには 

アンサーメモ U —、独立メモ U —、変数メモ U —の全メモ U —内 
容を、次の操作で一括してク IJ アすることびでさます。 

VARS メモ U —は消去されません。 VARS メモ U —の消去手順 
は、 "VARS メモ U - をク U アするには"を参照してください。 

1. 励極3图 ( CLR ) 

2. み®で‘ Memory : EXE " を選択し画 

3. 函 ( Yes ) 

4-画 

•ク U アを実行しない場合は、函 ( Yes ) を押す代わりに 
fisc ] ( Cancel ) を押してください。 
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■単利計算 (Simple Interest : SMPL ) モード 

♦ 利息金額、元利合計金額(将来価値)またはその両方を求める 
ことびでさます。 

口単利計算モードへの入り方 

• 间呵を押して単利計算モードに入ります。 



己設定値一覧 

表示 名称 

Set * 年間日数 (Date Mode ) 

Dys 期間(指定曰数） 

1% __利率(年利）_ 

PV _元金(現在価値）_ 

* 年間日数 (Date Mode ) の設迅ま、「設定項目一覧」 （17 ぺージ) 
の Date Mode を参照してください。 

□ 操作手順 

(例1 ) 利息金額 ( SI ) と元利合計金額 ( SFV ) を巧めます。 

1. 設定値一覧(上記)より①②③④を入力します。 

•み度) で① " Set :" を選択し、 

函 

• 回 （365)を選びます。 

•み® で② " Dys " を選択し、 

120函 

• み® で③"1%"を選択し、 5 函 
• み® で④ " PV " を選択し、10000函 



例題で 
使用ずる値 

365日 

_ 120日 _ 
5% 

10,000円 


No. 

互 

查 

圣 

























2. 計算する値を選択します。 

• み®で‘ ALL : Solve " を選択 

します。 


3. 阮疏1を押して計算します。 

• 國を押すとメニュー画面に戻ります。 

• " ALL : Solve " のように、" Solve " び表示されている項目の値をホ 
める場合は、區函の代わりに函を押しても計算できます。 

口他の表示画面 

(例 2) 単利利息金額 ( SI ) のみをホめる場合 

手順2で‘ SI : Solve " を選択し、阿雨を押して計算します。 



订列 3^元利合計金額 ( SFV ) のみを求める場合 

手順2で‘ SFV : Solve " を選択し 、I solve! を押して計算します。 

SFV =- 10164.33356 

口単利計算モードで使用される金融計算メモリー 

( VARS ) 

• 使用する VARS は、 Dys ， 1%， PV です。 

• 他のモードに入っても、これらの VARS に入っている値は記 
憶されています。しかし、これらの VARS は他のモードと共有 
されているため、他のモードでの入力あるいは計算により、 
値び変更されることびあります。 

• これらの VARS は金融計算に使用されるメモ U - ですび、"四 
則演算と関数"に OMP ) モードでも呼び出すことびできます。 
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名称 

例題で 
使用ずる値 

支仏い期日 （ Payment ) 

End (期末） 

支払い回数 

48 (月数） 

利率(表面金利） 

4% 

現在価値(元金） 

-1 ，〇00円 

入金額 

-300 円 


己計算式 


365 -day Mode 

SI’ 二 

遮 XWX/ I 

f . /% 
。〇〇 

360 -day Mode 

SI’ 二 

歲 X 崩 I 

f . /% 

hoo 


SI 二 

-sr 



SFV 

= -(pv+sr) 



SI :利息金額 
Dys :期間(指定曰数） 

PV :元金(現在価値） 

/% :利率(年利） 

SFV : 元利合計金額 

複利計算 (Compound Interest : CMPD ) 

モード 

♦ 支払い回数、利率、元金、入金額、将来価値(元利合計額または 
最終回の支払い額)の5つの中から、4つ選んで値を入力する 
ことで、残りの値を求めることびでさます。 

口複利計算モードへの入り方 

• 画图を押して複利計算モードに入ります。 

メニュー画面 


己設定値一覧 






% ^ ^ 



の国国の国 
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No. 


表示 


名称 


例題で 



FV 


将来価値(元利合計額または 
最終回の支仏い額） 



年間の支仏い CPMT ) 回数 
年間の利息回数 


使用ずる値 
16760円 

—12回 _ 
12回 


*1• 支仏い期日 （ Payment ) の設思ま、「設定項目一覧」 （17 ぺ一 
ジ)の Payment を参照してください。 

• 複利計算では、端日数の金利計算の設定 ( dn ) もセットアッ 
プで行います。初期設定値は CI (複利)です。「設定項目一 
覧」 （1 7ページ)の dn を参照してください。 

が半年複利の場合は2回、毎月複利の場合は12回になります。 

□ 操作手順 

•①支払い期日 ( Payment ) を設定し、⑦年間の支払い回数 
( P / Y ) と⑨年間の利息回数 ( C / Y ) を入力しておけば、支払い回 
数、利率、元金、入金額、将来価値(元利合計額または最終回の 
支払い額)の5つの中から、4つ選んで値を入力することで、残 
りの値を求めることびでさます。 

( HD 将来価値(元利合計額: FV ) を巧めます。 

1 . 設定値一覧 (45 ぺージ)より、計算に必要な値(手順2で選択す 
る値じ(外)をすベて入力します。 

•み度)で① " Set :" を選択し、 

函 

• 回 （ End ) を選びます。 


• み度)で③"1%"を選択し、 4 函 
• み®で④ " PV " を選択し、-1000國 
• み®で⑤ " PMT " を選択し、-300函 
• み度)で⑦ " P / Y " を選択し、 12 函 
• み®で⑨ " C / Y " を選択し、 12 函 
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み®で②"が’を選択し、48臨] 


Compound 
Set:End 


の 

Inti 

















入力時の注意事項 

•-月に満たない月びある場合には、先に‘一月に満たない月 
(端日数)びある場合の月数換算"を参照してください。 

• 出金の場合は、回を押して、負数で入力します。 

2. 計算する値を選択します。 

• で" FV " を選択します。 


3. 阮疏1を押して計算します。 


日支仏い回数从)、利率(1%)、現在価値(元金: PV )、 
入金額 ( PMT ) をホめる 

"将来価値(元利合計額: FV ) を求める"の操作と同様の手順で、必 
要に応じて値を置さ換えて操作します。 

一月に満たない月（端日数)びある場合の巧数換 
算 

支払い回数从)の入力 

• 一月に満たない日数を月数に換算する =( 曰数-その月の全 
曰数） 

®D 支払い期間として、16ヶ月と20日を入力します。 

• P/Y = 12 の場合は、な=支払い期間(月数)と見なすことびでき 
ます。 

1. み度)で、"が’を選択します。 

2. 一月に満たない日数 (20 日)を月 
数に換算して入力します。 


•-月に満たない日数 (20 日）をその月の日数で割ります。こ 
の例では、1ヶ月を30曰と仮定しています。 




P/V=12 

C/V=12 


の ▲ 



P/V=12 

C/V=12 


t 

n 

I 

0 

d 3 
ndl- 
u 目 
OE20 
p: IIII 

mt 

OS K 

csnl 


F 
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3.16 ヶ月を入力します。 


4. 函を押します。 


重要 

♦本機では、加シ」\数部分綱日数期間)を含む場合、端日数期間 
を経過してから支払いを開始する、という設定で計算しま 
す。 

一月に満たない期間の利息計算の選択 

• 一月に満たない期間の利息計創ま、複利と単利のどちらでも 
選べます。さ種の計算をする前に、あらかじめ、「設定項目一 
覧」 （1 7ぺージ)にて dn (複利、単利の選択)を設定してくださ 
い。 

口複利計算モードで使用される金融計算メモリー 

( VARS ) 

• 使用する VARS は、巧，1%， PV ， PMT , FV , P / Y ， C / Y です。 

• 他のモードに入っても、これらの VARS に入っている値は記 
憶されています。しかし、これらの VARS は他のモードと共有 
されているため、他のモードでの入力あるいは計算により、 
値び変更されることびあります。 

• これらの VARS は金融計算に使用されるメモ U - ですび、"四 
則演算と関数"に OMP ) モードでも呼び出すことびできます。 




の ▼ 


Compound Int. 
Set:End 



t 6 
n 1 
I + 

0 

d 3 
ndl- 
u 目 
OE20 
p: IIII 

mt 

OS K 

csnl 
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己計算式 

• PV ， PMT ， FV，W 

尸/。与0 


PV 


PMT 


—axPMT-pxFY 

7 

-yxPV-JxFV 

a 


FV 


-yxPV-a 乂 PMT 


log 


n 


夕 

(^ + iS)xPMT-FVxi 
(^ + iS)xPMT + PVxi 
1〇9 0 + 0 


/% = 0 


PV=-{PMTxn + FV) 

画 T 二 -P … V 


n 


FV=-{PMTxn + PV) 
PV+FV 


n 


PMT 



/ 乂 y、V 夕 

- ， 夕= (1 + /)( -刪。)） 

、 1 す t 入〇ゾ八 

i 

r = ’ 

り + り F 歷 ( 巧 ) …… 

...dn :。(セットアップ） 


1 + / X Frac ( n ) •• 

… dn : 5/(セットアップ） 

s 二 

[0 . 

… Payment : End 

(セットアップ） 

1 . 

... Payment : Begin 



(セットアップ） 


' /% 

100 

. ( P / Y = C / Y = 1) 

i 二、 


C/Y 


(1 + /% ) 
[ 100x[C/F] 

(上記しソ外） 


D 
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• /% 


実効金利の 

実効金利(りは、ニュートン法で計算します。 

7X PV + ax PMT + グ x FV = 0 

実効金利を表面金利に換算する 

X 100 . げ化二 C / Y = 1) 

P/Y ’ 

(1 + /) c / a — 1 ， xCyTx 100••••(上記が） 

な :支払い回数 
/% :利率(表面金利） 

PV :現在価値(元金） 

PMT •• 入金額 

FV :将来価値(元利合計額または最終回の支払い額） 
P/Y :年間の支仏い (PMT) 回数 
C/Y :年間の利息回数 

計算精度について 

本機では金利計算にニュートン法を用います。そのため、計算結 
果はあくまで近似値であり、条件によっては精度び変動する可 
能性びあります。本機で金利計算を斤った樹ま、算出結果を基に 
した検算を行い、誤差び発生していないか、または実用上許容で 
さる範囲にあるかを確認してください。 

重要 

解を求めることび可能な項目を®®で選択すると、" =" 表示び 
"曰"表示に変わります。解をホめるのに必要な他の項目び入力 
されていれば应^丰一を押して計算することびでさます。計算 
すると"回"は" =" に戻ります。 
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■投資評価に ash Flow : CASH ) モード 

♦ 一定期間にわたつて入出金額を合計し、割弓 I キャッシュフ 
□—(Discounted Cash Flow , DCF ) 法を用いて投資評価を行 
し巧す。評価項目は、次の4種類です。 

NPV . 正味現在価値 （Net Present Value ) 

IRR 内部収益率 （Internal Rate of Return ) 

PBP . 回収期間 （Payback Period )* 

NFV . 正味最終価値 (Net Future Value ) 

* PBP は、 DPP (割引回収期間 ： Discounted Payback Period ) と 

呼ばれることびあります。また、1% (年利)び0%の PBP を 、 SPP 
(単純回収期間 : Simple Payback Period ) と呼ぶこともありま 
す。 

口投資評価モードへの入り方 

• 应到を押して投資評価モードに入ります。 

メニ：!一画面 


iU 下のような資金額の図は、資金の動さを視覚的に表現します。 


^仁7 



CFo 

このグラフでは、初回の投資額を CFo で表します。第1期入出金 
額を CFi , 第2期入出金額を CF 2 で表します。 

投資評価を用いると、当初意図していた利益を実際に達成して 
いるかどうかを評価することびでさます。 

口設定値一覧 

表示 



No. 


1 % 


年利 


名称 


例題で 
使用ずる値 

3% 













口入出金額一覧 


ノ、山击 


出金 


出金 



例題で使用ずる値 


-1 ，〇00,000円 


-100,000円 


450,000円 


500,000円 


400,000円 


己操作手順 

® D 正味現在価値 ( NPV ) をホめます。 

1 . 設定値一覧 (51 ページ)の年利(1%)と各期の入出金額を入力 
します。 

•み®で①"1%"を選択し、 

3画 

• (5)® で‘ Csh = D.Editor 入"を 
選択し、函 


ご注意 

• STAT エディタと投資評価 ( CASH ) モードの D . Editorjd ま、一 
つのデータ領域を共有しています。 

DataEditor を呼び出します。利用できるのは X 列のみです。； y 列 
や FREQ 列に入力した値は計算に使用されません。 

• -1000000函 ( CFo ) 

出金の場合は、医]を押して、 

負数で入力します。 

•-100000國(: CF 1) 

• 450000函 ( CF 2) 

• 500000函 ( CFs ) 

• 400000 函 (CF4) 

2-國（メこュー画面に戻る） 
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3. 計算する値を選択します。 

• み®で‘ NPV : Solve " を選択 

します。 



4. 阮疏1を押して計算します。 


HPV=140046.4293 


• 國を押すとメニュー画面に戻ります。 

口他の値を計算するには 

®2) 内部収益率(旧がをホめます。 

• 手順3で、"旧 R : Solve " を選択します。 

•旧 R の計算結果は、金融計算メモ IJ -( I %) に記憶されます。 

回収期間 （ PBP ) をホめます。 

• 手順3で、" PBP : Solve " を選択します。 

dB ) 正味最終価値 ( NFV ) をホめます。 

• 手順3で、" NFV : Solve " を選択します。 


日 Da ね Editor で入力できるデータの数 


最大 データ 数 

DataEditor 画面表 7 IT 

80 データ 

X 

40 データ 

X ， Y または X， FREQ 

26 データ 

X ， Y，FREQ 


• 利用できるのはが」のみです。; y 列や FREQ 列に入力した値は 
計算に使用されません。 

• 最も多くデータび入力できるのは、 STATE — ドに入り 
"1- VAR " を選択、そしてセットアップの STAT を Off に設定し 
たときです (22 ページ参照)。 

•"1- VAR " のときに入力した値は、 STATE — ドで‘ 2- VAR " を選 
択すると消去されます。また、" 2- VAR " のときに入力した値 
は、 STATE — ドで"1 - VAR " を選択すると消去されます。 
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己投資評価モードで使用される金融計算メモリー 
( VARS ) 

• 使用する VARS は、1%です。 

• 他のモードに入っても、1%に入っている値は記憶されていま 
す。しかし、1%は他のモードと共有されているため、他のモー 
ドでの入力あるいは計算により、 値び変更されることびあり 


ます。 

1%は金融計算に使用されるメモ U - ですび、"四則演算と関 
数" ( COMP ) モードでむ呼び出すことびでさます。 

計算式 


NPV 

NPV= CFo 


CFi 


ぴ艺 


CFs 


(^ + i )(1 + が （1 + が 


CFn 


r/o 

100 


(1 + が V 

n は、79までの自然数 

NFV 

NFV 二 + if 

IRR 

ががは、ニュートン法で計算されます。 


0 = CFo 


C の 


CF2 


CFs 


CFn 


(1 + /) (1 + が （1 + が （1 + が 

この式では、煙 v =0 であり、/ぶぶは/ X 100に相当します。これ 
1;(降の計算は本機び自動的に行いますび、わずかな値び累積さ 
れるので、実際には、び0になることはありません JV 巧/び0 
に近づくと、ががの精度び高くなります。 


• PBP 

PBP = 


0 . 

NPVn 

NPVn 一一 NPVn 


{CFo ^ 0) 
(上記切 34) 


NPVn 二 


^ CFk 

备 (1 +が 


n : NPVn 書0, NPVn 一 を満たす、最小の正の整数または0。 
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■年賦償還計算 ( Amortization : AMRT ) モード 

♦毎月の返済金額の中に含まれている元金の残高、金利分と元 
金返済分、これまでに支払った金利と元金を求めることびで 
さます。 

BAL : PM 2 回目までの支払い終了時における元金の 
残局 

1 NT : PM 1 回目の支払い額に含まれる金利金額 
PRN . PM 1 回目の支仏い額で返済した元金金額 
UNT : PM 1 回目から PM 2 回目までに支払った金利の 
総額 

I ：戶化 V : PM 1 回目から PM 2 回目までに返済した元金の 
総額 

口 年賦償還計算 モー ドへの入り方 

• 画固を押して年賦償還計算モードに入ります。 

メニュー画面 




返済回数 


幻： PM 1 回目の支払いに含まれる金利 （ INT ) 

わ： PM 1 回目の支仏いで返済した元本 ( PRN ) 

C ： PM 2 回目までの支払い終了時における元本の残高 ( BAL ) 
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返済回数 


d . . PM 1 回目から PM 2 回目までに返済した元本の総額に PRN ) 

e . . PM 1 回目から PM 2 回目までに支払った金利の総額の NT ) 

己設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で 
使用ずる値 

① 

Set*i 

支仏い期日 （ Payment ) 

End (期末） 

② 

PM 1 

PM 1 回目(支払い回数） 

15回目 

③ 

PM 2 が 

PM 2 回目(支仏い回数） 

28回目 

④ 

が3 

支払い回数(月数） 

— 

⑤ 

1% 

利率(年利） 

2% 

⑥ 

PV 

元本 

10,000,000円 

⑦ 

PMT 

1回の支仏い額 

-92,000円 

⑧ 

FV が 

最終支払い後の残高(将来価値） 

— 

⑨ 

P/Y 

年間の支仏い ( PMT ) 回数 

12回/年 

⑩ 

C/Y 大4 

年間の利息回数 

12回/年 


支払い期日 （ Payment ) の設泡ま、「設定項目一覧」 （17 ぺージ) 
の Payment を参照してください。 

が PM 2 回目は、 PM 1 回目より遅い時期に設定してください。 

が他のモードで入力した値や計算結果び、表示されます。 

* 4 半年複利の場合は2回、毎月複利の場合は12回になります。 
• 出金の場合は、回を押して、負数で入力します。 


— 56 — 


F 
















































己操作手順 

®D 28回目の支仏い終了時における元本の残高 ( BAL ) をホめ 
ます。 


1. 設定値一覧 (56 ぺージ)より①，②，③，⑤，⑥，⑦，⑨，⑩を入 
力します。 

•み度)で① " Set :" を選択し、 

函 

• 回 （ End ) を選びます 
• み度) で② " PMT を選択し、 

15函 


• み® で③ " PM 2 " を選択し、 2 8函 
• み® で⑤"1%"を選択し、 2 國 
• み® で⑥ " PV " を選択し、10000000函 
• み® で⑦ " PMT " を選択し、-92000國 
• み® で⑨ " P / Y " を選択し、 12 函 
• み度) で⑩ " C / Y " を選択し、 12 函 

2. 計算する値を選択します。 

• み®で‘ BAL : Solve " を選択 

します。 


3. 阮疏1を押して計算します。 Q 

69 し =_734£ 己 13.93 己 

• 励を押すとメニュー画面に戻ります。 



の ▼ 



2: End 


の ▼ 


Amortization 
Set:End 
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日他の値を計算するには 

®2) 15回目 （ PM 1) の支仏い額に含まれる金利金額 ( INT ) をホ 
めます。 

• 手順2で、" INT : Solve " を選択します。 

(Ms) 1 5 回目 （ PM1 ) の支仏い額で返済した元本金額 ( PRN ) を 
求めます。 

• 手順2で、" PRN : Solve " を選択します。 

15回目 （ PM 1) から28回目 （ PM 2) までに支払った金利の 
総額化 INT ) をホめます。 

• 手順2で、" 5： INT : Solve " を選択します。 

d © 15回目 （ PM 1) から28回目 （ PM 2) までに返済した元本の 
総額化 PRN ) をホめます。 

• 手順2で、"!: PRN : Solve " を選択します。 

口年賦償還計算モードで使用される金融計算メモ 
U -( VARS ) 

• 使用する VARS は、 PM 1, PM 2, な，1%， PV , PMT , FV , P / Y , 

C / Y です。 

• 他のモードに入っても、これらの VARS に入っている値は記 
憶されています。しかし、これらの VARS は他のモードと共有 
されているため、他のモードでの入力あるいは計算により、 
値び変更されることがあります。 

• これらの VARS は金融計算に使用されるメモ U - ですび、"四 
則演算と関数"に OMP ) モードでも呼び出すことびできます。 

口計算式 

a . . PM 1 回目の支払いに含まれる金利 （ INT ) 

INTpm = I 公 ALpmi-i X / 1 X {PMT sign ) 

b . . PM 1 回目の支仏いで返済した元本 ( PRN ) 

PRNpm = PMT + 公 ALpmi-i X / 

c ： PM 2 回目までの支払い終了時における元本の残高 ( BAL ) 
BALpm 2 = BALpM 2-^ + PRNpm 艺 
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d . . PM 1 回目から PM 2 回目までに返済した元本の総額に PRN ) 

^ PRN = PRNpm + 戶化 Vpmi+i + …+ PRNpu 2 

PM1 

e . . PM 1 回目から PM 2 回目までに支払った金利の総額の NT ) 

X IJSfT = INTpm + / A / Tpmi+i + … + INTpm 艺 

PM1 

BALo = PV . Payment: End 

(セットアップ） 

INT 、 二 0, P 民 N 、 二 PMT … Payment: Begin 

(セットアップ） 

口表面金利と実効金利の変換 

分割仏いで、年間の支払回数 CP / のと複利回数 ( C / のび異なる場 
合(例えば月々払いと半年複利など)、表面金利(ユーヴーび入力 
する値，/%)を実効金利(/%■)に変換します。積立預金や分割仏 
いでは、このような変換び必要です。 

佩， = {(1+ "り 戶 -1) x 100 

[ 100 x [ C / F ] J 

P/Y :年間の支払回数 
C/Y :年間の複利回数 
このように表面金利を実効金利に変換した後 

/ 二 /%VI00 

をホめ、その後の計算に用います。 

■金利変換 ( Conversion : CNVR ) モード 

参表面金利 ( APR ) と実効金利 ( EFF ) の変換をすることびできま 
す。 

口金利変換 (Conversion) モードへの入り方 

• 画固を押して金利変換モードに入ります。 

メこュー画面 
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口操作手順 

®T) 表面金利 ( APR ) から実効金利 ( EFF ) をホめます。 

1 . 設定値一覧より年間の利息回数如)、利率 （ 1% ) を入力しま 
す。 

•み®で①"が’を選択し、6函 


•み®で②"1%"を選択し、3函 

2. 計算する値を選択します。 

•み度)で‘ EFF : Solve " を選択し 

ます。 

3. 阮疏1を押して計算します。 

• 國を押すとメニュー画面に戻ります。 

口他の値を計算するには 

®2) 実効金利 ( EFF ) から表面金利 ( APR ) をホめます。 

• 手順2で、" APR : Solve " を選択します。 

口金利変換モードで使用される金融計算メモリー 

(VARS) 

• 使用する VARS は、 W ， 1%です。 

• 金利変換モードで計算された EFF または APR は、計算するた 
びに1%へ代入されます。 
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• 他のモードに入っても、これらの VARS に入っている値は記 
憶されています。しかし、これらの VARS は他のモードと共有 
されているため、他のモードでの入力あるいは計算により、 
値び変更されることびあります。 

• これらの VARS は金融計算に使用されるメモ U - ですび、"四 
則演算と関数"に OMP ) モードでも呼び出すことびできます。 





設定値一覧 

名が； 

原価_ 

販売価格 
粗利 

□ 操作手順 

(ml) 粗利 ( MRG ) をホめます。 

1 . 設定値一覧より、計算に必要な値(手順2で選択する値!^ソ外) 
をすベて入力します。 

• み®で① " CST " を選択し、 

40画 

• み®で② " SEL " を選択し、100函 

2. 計算する値を選択します。 

• み®で③ ‘ MRG " を選択しま 

す。 

3. 阮疏1を押して計算します。 


日他の値を計算するには 

• 粗利 ( MRG ) と同様にして、原価に ST )、 販売価格 ( SEL ) をホ 
めることびでさます。 

®2) 原価 ( CST ) をホめます。 

1. 例1の手順1で、粗利 ( MRG ) と販売価格 ( SEL ) の値を入力し 
ます。 

2. 手順2で原価 ( CST ) を選択します。 

販売価格 ( SEL ) をホめます。 

1. 例1の手順1で、粗利 ( MRG ) と原価に ST ) の値を入力しま 
す。 

2. 手順2で販売価格 ( SEL ) を選択します。 




例題で使用ずる値 

_ 40円 _ 

100円 

60% 
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口原価、販売価格、粗利計算モードで使用される金 
融計算メモリー ( VARS ) 

• 使用する VARS は、 CST ， SEL , MRG です。 

• これらの VARS に入っている値ま、モード内でのみ、その値を 
保持しています。 


計算式 

CST=SEL 


MRG 、 

IW ノ 


SEL 


CST 


MRG 

IW 


MRG (%) 


CST 


x 100 


CST :原価 
SEL :販売価格 
MRG : 粗利 

■ 日数計算 (Days Calculation : DAYS ) モード 

♦ 開始曰から終了曰までの日数、開始曰から指定曰数だけ経過 
した日付、終了曰から指定日数前の日付を求めることびでさ 
ます。 

• 開始曰 ( d 1) ，終了曰 ( d 2) を計算できるのは、計算結果び、1901 
年1月1日から2099年12月31日までになる場合です。 

口日数計算モードへの入り方 

• @を押して曰数計算モードに入ります。 

メこュー画面 


▼ 


Calc . 


36 已 


お謂1目1量目則 
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口設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 

Set*i 

年間日数 (Date Mode ) 

365日/年 

② 

かが 

開始日（月、日、西暦） 

11052004 
(2004年11月5日） 

③ 

d 2*2 

終了日（月、日、西暦） 

04272005 
(2005年4月27日） 

④ 

Dys 

指定曰数(期間） 

173日 


• 年間曰数 (Date Mode ) の設定は、「設定項目一覧」 （17 ぺ一 
ジ)の Date Mode を参照してください。 

• 年間日数を360日に設定した場合 
開始日 ( d 1) の日付び31日の場合は、同じ月の30日として計 
算します。 

終了曰 （ d 2) の曰付び31曰の場合は、次の月の1曰として計 
算します。 

が • 1月から9月までの月と、1日から9日までの日にちは、0をつ 
けて各々2巧で入力してください。 （01 ，02… 09) 

• 日付の並びち (Date Input ) の初期設定値ま、 MDY (月、日、 
年)ですび、 DMY (日、月、年）に設定することもできます。 
「設定項目一覧」 （17 ぺージ)の Date Inpu 檐参照してくださ 
い。 

□ 操作手順 

• ①年間日数 (Date Mode ) を設定し、②開始日（か）、③終了日 
( d 2) 、④指定日数 ( Dys ) の中から2つ選んで値を入力すること 
で、残りの1つをホめることびでさます。 

SD 日数 ( Dys ) をホめます。 

1 . 設定値一覧より、計算に必要な値(手順2で選択する値!;(外) 
をすベて入力します。 


み度)で① " Set :" を選択し、臨! 



• 回 （365) を選びます。 
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•み®で② " d 1" を選択し、 

11052004國 

• み度)で③ " d 2" を選択し、04272005函 
2. 計算する値を選択します。 

• み®で④ " Dys " を選択しま 
す。 


3. 阮师を押して計算します。 


日他の値を計算するには 

♦例2, 3を計算する場合は、「設定項目一覧」 （17 ぺージ)の Date 
Mode を、 "365" に設定してください。" 360" の設定では計算す 
ることびでさません。 

• "か"， " d 2" を計算でホめても 、 Answer Memory には保巧され 
ません。 

( MD 開始曰(か）から指定日数 ( Dys ) だけ経過した日付 ( d 2) を 
ホめます。 

• 手順1で、 d 2 を入力せずに、 Dys に173を入力します。手順2では 
" d 2" を選択します。 

( M ) 終了曰 ( d 2) から指定日数 ( Dys ) だけ前の日付(か ） をホめ 
ます。 

• 手順1で、 d 1 を入力せずに、 Dys に173を入力します。手順2では 
"か"を選択します。 

口日数計算モードで使用される金融計算メモリー 

( VARS ) 

• 使用する VARS は、 d 1, d 2, Dys です。 

• 他のモードに入っても、これらの VARS に入っている値は記 
憶されています。しかし、これらの VARS は他のモードと共有 
されているため、他のモードでの入力あるいは計算により、 
値び変更されることびあります。 
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• VARS メモ U -は金融計算用のメモ U -ですび、 " Dys " のみ 
"四則演算と関数" ( COMP ) モードでも呼び出すことびできま 
す。 


■減価償却費計算 ( Depreciation : DEPR ) 
モード 

参4種類の計算方法で減価償却費を求めることびでさます。 

SL :定額法による償却費 ( Straight 丄 ine Method ) 

FP :定率法による償却費 (Fixed Percent Method ) 

SYD :級数法(年数総和法）による償却費 ( Sum - of - the - 
Year’s Digits Method ) 

DB :特殊定率法による償却費 (Declining Balance Method ) 

口減価償却費計算モードへの入り方 

♦ 画画を押して減価償却計算モードに入ります。 

メニュー画面 I ▼ 



己設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 


償却年数 

6年 

② 

1%*1 

償却率 

25% 

係数 (^ Factor ) 

200 

③ 

PV 

取得価格 

150,000円 

④ 

FV 

残存簿価 

0円 

⑤ 


償却費を計算する年度 

3年度 

⑥ 

YR 1 

初年度の償却月数 

2(月数） 


W 定率法 ( FP ) では償却率、特殊定率法 ( DB ) では係数 ( Factor ) と 
して扱います。特殊定率法 ( DB ) において、係数200の場合を2 

倍定率法 (Double Declinina Balance ) と呼びます。 
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己操作手順 

CmD 定額法 ( SL ) による減価償却費を巧めます。 

1. 設定値一覧 (66 ページ)より①，②，③，④，風⑥を人力しま 
す。 

• み®で①"が’を選択し、6國 


• み®で② " P /。" を選択し、25函 
(定率法 ( FP ) または特殊定率法 ( DB ) で計算するとさのみ、 
② " P /。" を入力します。） 

• み®で③ " PV " を選択し、150000函 
• み®で④ " FV " を選択し、〇函 
• み®で⑤ " J •"を選択し、 3 函 
• み®で⑥ " YFM " を選択し、2國 

2. 計算する値を選択します。 

• み®で" SL : Solve " を選択し 
ます。 


3. 阮疏1を押して計算します。 

• 國を押すとメニュー画面に戻ります。 

口他の計算方まで計算ずるには 

CMD 償却率25%の時の減価償却費を、定率法 ( FP ) を使って求 
めます。 

• 手順2で、" FP : Solve " を選択します。 

( H ) 級数法 ( SYD ) を使って減価償却費を求めます。 

• 手順2で、" SYD : Solve " を選択します。 

(例 4) 2倍定率法 (Double Declining Balance ) を使って減価償却 
費をホめます。 

• 手順1で1%に200を入力し、手順2で‘ DB : Solve " を選択します。 
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己減価償却費計算モードで使用される金融計算メ 
モリー ( VARS ) 

• 使用する VARS は、 W ， 1%， PV ， FV です。 

• 他のモードに入っても、これらの VARS に入っている値は記 


憶されています。しかし、これらの VARS は他のモードと共有 
されているため、他のモードでの入力あるいは計算により、 
値び変更されることびあります。 

• これらの VARS は金融計算に使用されるメモ IJ - ですび、"四 
則演算と関数"に OMP ) モードでも呼び出すことびできます。 

口計算式 

減価償却は、次の4つのち法による算出び可能です。年度途中に 
取得した固定資産の償却額は、月単位の算出び可能です。 

定額法 (Straight-Line Method) 

( PV - FV ) の?1 


SLi = 
SLj = 

SLn+^ 


n 

( PV - FV ) 

n 

_ ( PV - FV ) 
n 


12 

^2-YR^ 
■ ^ 12 ^ 

师 1 幸 12) 


SLj 

j ‘ 年度の償却額 

n 

償却年数 

PV 

取得価格 

FV 

残存簿価 

j 

償却費を計算する年度 

YR 1 

初年度の償却月数 
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定率法 (Fixed Percent Method) 

抓 = 消甚 X 革 

, , 1% 
FPj=(RDVH + FV) 乂 巧 ^ 

FPn 一 =民 DVn 脚幸 12 ) 

RDV^ =PV-FV-FP^ 


RDVj = RDVh - FPj 
がの \4+ i =0 ( F が1幸 12) 


FPj 

RDVj 

/% 


年度の償却額 
j 年度末の未償却額 
償却率 


級数法 (Sum-of-the-Year，s Digits Method) 

n { n +^) 


Z 


n 


Z ' 


2 


n 


YR\ 

~rz 


(Intg ( n ') + 1 ) (Intg ( n ')+2 x Frac ( n ')) 


SYD ^ = 
SYDj = 
SYDn 一 


n YR ^ 

飞乂 百 


2 

( py - ¥ v ) 


n ’一 j + 艺 


z, 

n — (な +1)+2 


\ Z ' 
^2- YR ^ 


){PV- FV- SYD^) い幸 1 ) 
)(PV- FV- の i)x 


师 1 幸 12) 


RDV ^ 


12 

PV- FV- SYDi 


RDVj = RDVj -、一 SYDj 


SYD j : j ‘ 年度の償却額 
RDVj : 年度末の未償却額 
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特殊定率法 (Declining Balance Method) 


DBi=PVx 


1% 


YR 1 

で 


RDVi =PV—FV—DBi 
DBj={RDVH+FV) X 


1% 


RDVj = RDVh - DBj 


DBn 一 = 民 DVn がが 1 幸 12) 


RDVn 一 = 0 がが 1 幸 12) 


DBj : 年度の償却額 
RDVj : 年度末の未償却額 
/ % :係数 

■債券計算 ( Bond : BOND ) モード 

• 購入価格と年利回りを求めることびでさます。 
•利回りは複利で計算します。単利での計算はできません。 

口 債券計算 モー ドへの入り方 

• 画困を押して債券計算モードに入ります。 

メニュー画面 


口設定値一覧 


No. 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 



利払い間隔 ( Periods / Y ) 

Annual (1/ 年） 

① 

Set*i 

期間指定の方法 

(Bond Date ) 

Date (日付指定） 

② 

か *2 

購入日（月、日、西暦） 

06012004 
(2004年6月旧） 

③ 

d2*2 *3 

償還日（月、日、西暦） 

12152006 
(2006 年12月15日） 

④ 

IH 

償還曰までの利払い回数 

3回 

⑤ 

RD い 4 

額面価額$100あたりの 
償還価格 

$100 

⑥ 

CPN *5 

クーポンレート 

3% 




































No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

⑦ 

PRC が 

額面価額$100あたりの 
購入価格 

- $97.616457(34 

⑨ 

YLD 

年利回り 

4% 


• 債券計算の時に期間を指定しますび、日付 ( Date ) で指定す 
るか、利払い回数 ( Term ) で指定するかを設定します。 
「設定項目一覧」 （1 7ぺージ)の Bond Date を参照してくださ 
い。 

• 利払い間隔を1年に1回 （ Annual ) にするか、半年に1回 
( Semi - Annual ) にするかを設定します。「設定項目一覧」 （1 7 
ぺージ)の Periods / Y を参照してください。 

が • 1月から9月までの月と、1日から9日までの日にちは、0をつ 
けて各々2巧で入力してください。 （01 ，02… 09) 

• 日付の並びち (Date Input ) の初期設定値ま、 MDY (月、日、 
年)ですび、 DMY (日、月、年）に変更することもできます。 
「設定項目一覧」 （17 ぺージ)の Date Inpu 檐参照してくださ 
い。 

が購入利回り (yield on call ) を計算する場合は、 d 2 に購入日 (call 
date ) を入力してください。 

* 4 満期利回り （yield of maturity ) を計算する場合は、 RDV に 1 00 
を入力してください。 

がゼ □ • クーポンの場合は、 CPN に0を入力してください。 

が額面価額$100あたりの購入価格 ( PRC ) を計算すると、経過利 
息 (I NT ) 、"経過利息を含んだ購入価格"に ST ) もホめることび 
でさます。 

ごミ主意 

• d 1 は、1902年1月1曰から2097年12月30日までの日付を設定 
でさます。 

• d 2 は、1902年1月2曰から2097年12月31日までの日付を設定 
でさます。 

• 出金の場合は、回を押して、負数で入力します。 
















日その他のセットアップ項目 

• 年間日数 (Date Mode ) の初期設定個ま、 365(365 日/年)です。 
「設定項目一覧」 （1 7ぺージ)の Date Mode を参照してくださ 
い。 

• 「設定項目一覧」 （17 ぺージ)に入るには、画困を押してくだ 
さい。 

□ 操作手順 

CmT ) 日付指定 ( Date ) による債券購入価格 ( PRC ) を巧めます。 
1 . 設定値一覧 (70 ページ)より、例題で使用する値を入力しま 
す。まず、「設定項目一覧」 （17 ぺージ)の Date Mode を、" 365" に 
設定してください。期間指定のち法 (Bond Date ) で Date を選 
ぶ場合は①(を③ ( ixexe ) を、 Term を選ぶ場合は①(を獄數をを入 
力して < ださい。 

• み®で① " Set :" を選択し、 

函 


• み®で‘ Periods / Y " を選択 
し、厕 


• 丘] ( Annual ) を選びます。 

• み度)で① " Set :" を選択し、國 
• み度)で ‘ Bond Date " を選択 
し、厕 


• 丘] ( Date ) を選びます。 

• み®で②"か"を選択し、 

06012004晒 


の ▼ 

Bond Calc. 

Set: Amuy^Date 




• み®で③ " d 2 " を選択し、 12152 〇〇 6 函 
• み度)で⑤ " RDV " を選択し、 1 00函 
• み®で⑥ " CPN " を選択し、3函 
• み®で⑨ " YLD " を選択し、 4 函 
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2. 計算する値を選択します。 


3. 阮疏1を押して計算します。 

• 國を押すとメニュー画面に戻ります。 

口他の値を計算するには 

cm ) 日付指定 ( Date ) による年利回り （ YLD ) をホめます。 

• 手順1で、 YLD を入力せずに PRC に-97.61645734を入力しま 
す。手順2では" YLD " を選択します。 

• 出金の場合は、回を押して、負数で入力してください。 

( M ) 利払い回数指定 ( Term ) による債券購人価格 ( PRC ) を求 
めます。 

• 手順1の Bond Date で回 （ Term ) を選択します。入力項目の d 1, 
d 2 び無くなり、代わりに加觸れますので、如こ3を入力します。 

利払い回数指定 ( Term ) による年利回り （ YLD ) をホめま 
す。 

• 手順1の Bond Date で回 （ Term ) を選択します。入力項目の d 1, 
d 2 び無くなり代わりになび現れますので、如こ3を入力します。 
また YLD は入力せずに PRC に-97.6164 57(34 を入力します。手 
順2では" YLD " を選択します。 



424 
302 
793 
550 
447 
621 
の1己0 
6000 
■3 ■ 
7 -9 
919 


II II II 
CTT 
RHS 
PIC 
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己債券計算モードで使用される金融計算メモリー 
(VARS) 

• 他のモードに入っても、値び記憶されている金融計算メモ 
U —(VARS) は、な， d1,d2 です。 

• なは他のモードと共有されているため、他のモードでの入力 
あるいは計算により、値び変更されることびあります。 

• なは金融計算に使用されるメモ U -ですび、"四則演算と関数" 
(COMP) モードでち呼び出すことびでさます。 

• 債券計算 (BOND) モード内でのみ、その値を保持している金 
融計算メモ U-(VARS) は、 RDV，CPN, PRC, YLD です。 

口計算式 



PRC : 額面価額$100あたりの購入価格 
CPN : クーポンレート％ 

YLD : 年利回り％ 

A :利払い曰から購入曰までの曰数 
M :利仏い間隔 

(Periods/Y の設定による。 Annual のときは1、 Semi- 
Annual のときは 2) 

N :償還曰までの利払い回数 

(Bond Date び Term 設定のときは W 
RDV : 額面価額$100あたりの償還価格 
D :購入曰をまたぐ利払い曰から利払い曰までの曰数 
B :購入曰から利払い曰までの曰数 
INT :経過利息 

CST : 経過利息を含んだ購入価格 
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額面価額 $1 00あたりの購入価格 ( PRC ) 

Date (セットアップ : Bond Date ) 

• 償還曰までの期間び、1期より短い場合 


RDV + 


CPN 


M 


PRC 


B 

1+ ( — X 
D 


A CPN 

化り/100 (立 


M 


• 償還曰までの期間び、1期より長い場合 

RDV 

P 民 C 二 —— 


(1 


N 

2 - 

た=1 


化の/100 


(AM + 公/。） 


M 


CPN 

M 


(1 + 


化の/100 


(た一1+公/の） 


A CPN 

—X- 

D M 


M 


A CPN 

INT 二 -X —— 

D M 

CST = P 民 C + INT 

Term (セツトアップ : Bond Date ) 


RDV 


CPN 

M 


PRC 


化。/100 。 —S 一 化。/100 & 
( 1 +— —) ( 1 + 


M 


M 


INT 二 Q 
CST = PRC 


年利回り ( YLD ) 

年利回りは、ニュートン法で計算しています。 
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計算精度について 

本機では年利回り計算にニュートン法を用います。そのため、計 
算結果はあくまで近似値であり、条件によっては精度び変動す 
る可能性びあります。本機で年利回り計算を行った後は、算出結 
果を基にした検算を行い、誤差び発生していないか、または実用 
上許容でさる範囲にあるかを確認してください。 

■ 損な分岐点関連計算 ( Break - Even : BEVN ) モード 

• 損益分岐点を計算するために6つの計算モードびあります。 

口損な分岐点関連計算モードへの入り方 

• 雨呵を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 


の ▼ 



白お! 


DFL：EKE 

DCL：EKE 

QTV coHv. : "E ke 


日損益分岐点 ( Break - Even ) の各項目を計算するた 
めの6つのヴブモード 

BEV ( Break-Even Point Calculation ): 

損益分岐点の売上数量と売上高、目標利益をちたら 
す売上数量と売上高、目標利益率を達成する売上数 
量と売上高 

MOS (Margin Of Safety ) : 

安全率 

DO し （Degree of Operating Leverage ): 

経営レバレツジ係数 
DF し （Degree of Financial Leverage ): 

金融レバレツジ係数 
DC し （Degree of Combined Leverage ): 

統合レバレツジ係数 
QTY CONV.(Quantity Conversion ): 

数量および関連数値計算 

♦各サブモードに入るには、®®で入りたいモードを選択 
し、函を押します。 
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■損な分岐点計算 （ Break-Even Point 
Calculation ) ヴブモード 

♦ 損益分岐点の売上数量と売上高、目標利益をちたらす売上数 
量と売上高、目標利益率を達成する売上数量と売上高をホめ 
ることびでさます。 

• 利益または利益率び0のとさを損益分岐点と呼びます。 


口 BEV サブモードへの入り方 


1. 画固を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 

2. み®で‘ BEV : EXE " を選択しま 

す。 


3. 臨!を押します。 


回 ▼ 



白お iBi 


メニュー画面 


の ▼ 


口 auM 口 

PRC=0 
VCU=0 
FC =0 


口設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で 
使用ずる値 

① 

Set*i 

利益または利益率を 

指定 ( PRF / Ratio ) 

PRF (利益） 

売上数量または売上高を 

指定 ( B - Even ) 

Quantity 

仇上数里） 

② 

PRC 

販売単価 

100円/個 

③ 

VCU 

製品一個あたりの変動費 

50円/個 

④ 

FC 

固定費 

100,000円 

⑤ 

PRF が 

利益 

400,000円 

ド〇/〇が 

利益率 

40% 

⑥ 

QBE が 

売上数量 

10,000個 

SBE が 

売上局 

1，〇00,000円 
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• 損益分岐点の計算で、利益 （ PRF ) を使用するか、利益率 
( r %) を使用するかを設定します。「設定項目一覧」 （1 7ペー 
ジ)の PRF / Ratio を参照してください。 

• 損益分岐点の計算で、売上数量 ( Quantity ) を使用するか、売 
上高 ( Sales ) を使用するかを設定します。「設定項目一覧」 


(1 7ページ)の B - Even を参照してください。 

が PRF / Ratio び利益率 ( Ratio ) に設定されているときは、利益率 
( r %) になります。 

が B - Even び売上高 ( Sales ) に設定されているとさは、損益分岐 
点の売上高 ( SBE ) になります。 

□ 操作手順 

® D 損益分岐点の売上数量 ( QBE ) をホめます。 


1. 設定値一覧 (77 ページ)より、①②③④⑤を入力します。 
•み度)で① " Set :" を選択し、 

函 


• み®で" PRF / Ratio " を選択 

し、画 

• 田 （ PRF ) を選びます。 
•み®で① " Set :" を選択し、 
國 

• @度)で‘ B - Even " を選択し、 
画 


の 

B-Even:Quantity 


の 



2 ： TK 


の 



2: Sales 


• 圧! （ Quantity ) を選びます。 

• み度)で② " PRC " を選択し、 
100厕 



• み度)で③ " VCU " を選択し、50函 

• @度)で④ " FC " を選択し、100000函 

• @度)で⑤ " PRF " または"げ。"を選択し、〇网 
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2. 計算する値を選択します。 

• み度)で⑥ " QBE " を選択しま 
す。 


の ▲ 


FC =100000 



3. 阮疏1を押して計算します。 


の 

ycu = 己 0 
FC =100000 






▲ 


口他の値を計算するには 

®2) 損益分岐点の売上高 ( SBE ) をホめます。 

• 手順1の B - Even で回 （ Sales ) を選択します。手順2では" SBE " 
を選択します。 

目標利益(400,000円)をもたらす売上数量 ( QBE ) をホめ 
ます。 

• 手順1の PRF で400000を入力します。 

( m ^ 目標利益(400,000円)をもたらす売上高 ( SBE ) をホめま 
す。 

• 手順1の B - Even で回 ( Sales ) を選択し、 PRF で400000を入力 
します。手順2では" SBE " を選択します。 

(¥© 目標利益率(40%)を達成する売上数量 ( QBE ) を巧めま 
す。 

• 手順1の PRF / Ratio で回 ( r %) を選択し、 r % に40を入力しま 
す。 

(me) 目標利益率(40%)をもたらす売上高 ( SBE ) をホめます。 

• 手順1の PRF / Ratio で回 （ r %) を、 B - Even で回 ( Sales ) を選択 
し、 r % に40を入力します。手順2では" SBE " を選択します。 

(Hz) 売上数量、売上高な外の値を巧めます。 

• ②販売単価、③製品1個あたりの変動費、④固定費、⑤利益また 
は利益率、⑥売上数量または売上高の5つの中から、4つを入力 
することで残りの1つを計算することびでさます。 
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日 BEV ( Break-Even Point Calculation ) サブモード 

で使用される金融計算メモリー ( VARS ) 

• 使用する VARS は、 PRC , VCU , FC , PRF , r %， QBE , SBE で 

す。 

• 損益分岐点計算サブモードで使用される VARS メモ U —は、 
BEVN モード(目 EV ， MOS , DOL , DFL , DCL , QTY CONV ■ルソ 

外のモードに移動すると、内容び消去されます。 


計算式 


利巧(セツトアップ PRF / Ratio : PRF ) 

FC + PRF 


QBE 


SBE 


PRC-VCU 
FC + P 民 F 


xPRC 


PRC-VCU 

利益率（セットアップ PRF / Ratio : r %) 

FC 


QBE 


戶が Cx 1- 


r % 

w 


-vcu 


SBE 


QBE 

FC 

PRF 

PRC 

VCU 

SBE 

r% 


FC 


乂 PRC 


PRCxn- 


r% 

w 


-vcu 


売上数量 

固定費 

利益 

販売単価 

製品一個あたりの変動費 

売上局 

利益率 


■安全率 (Margin Of Safety ) 計算ヴブモード 

• 想定した売上高に達しない場合において、損失び発生しない 
売上高低下の割合をホめることびでさます。 

• 安全率は、安全余裕率、経営安全率と呼ぶこともあります。 
本機では、用語として安全率を使用します。 
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日安全率 ( MOS ) 計算サブモードへの入り方 

1. 雨 巧を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 


2. (?) 度)で‘ MOS : EXE " を選択し 

ます。 



3. 函を押します。 


メニュー画面 



己設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 

SAL 

売上局 

1，200,000円 

② 

SBE 

損益分岐点の売上局 

1，〇00,000円 

③ 

MOS 

安全率 

0.1667(16.67%) 


口操作手順 

( MJ ) 安全率 ( MOS ) をホめます。 

1 . 設定値一覧より、計算に必要な値(手順2で選択する値!;(外) 
をすベて入力します。 

• (5) @で① " SAL " を選択し、 

1200000 [exeI 


• み度)で② " SBE " を選択し、1000000國 

2. 計算する値を選択します。 

• み®で③ " MOS " を選択しま 
す。 




3. 际を押して計算します。 


SAL= じ 00000 
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日他の値を計算するには 

♦ 安全率 ( MOS ) と同様にして、売上高 ( SAL )、 損益分岐点の売 
上高 ( SBE ) をホめることびできます。 

計算に必要な値を置さ換えて入力してください。 

口安全率 (MOS) 計算ヴプモードで使用される金融 
計算メモリー (VARS) 

• 使用する VARS は、 SAL ， SBE , MOS です。 

• 安全率 ( MOS ) 計算サブモードで使用される VARS メモ IJ 一 
は、 BEVN モード ( BEV ， MOS , DOL , DFL , DCL , QTY CONV .) 

じ(外のモードに移動すると、内容び消去されます。 


□計算式 

MOS -- 

SAL - SBE 

■ SAL 

SAL 

売上高 

SBE 

損益分岐点の売上高 

MOS 

安全率 


■経営レバレツジ係数 (Degree of Operating 
Leverage) 計算ヴブモード 

• 売上高の変化に対する利益の変化の比をホめます。 

口経営レバレツジ係数 (DOL) 計算サブモードへの 
入り方 

1. 厘西)を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 

2-廷)度)で" DOL : EXE " を選択しま 
す。 

3. 國を押します。 

メこュー画面 
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己設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 

SAL 

売上高 

1，200,000円 

② 

VC 

変動費 

600,000円 

③ 

FC 

固定費 

200,000円 

④ 

DOL 

経営レバレツジ係数 

1.5 


口操作手順 


C ? 列0 経営レバレツジ係数 ( DOL ) をホめます。 

1 . 設定値一覧より、計算に必要な値(手順2で選択する値!^ソ外) 
をすベて入力します。 

•み®で① " SAL " を選択し、 

1200000 [exeI 


• み度)で② " VC " を選択し、600000國 
• @@で③ " FC " を選択し、200000函 

2. 計算する値を選択します。 

• み®で④ " DOL " を選択しま 
す。 


3. 阿を押して計算します。 r " 

SAL = じ00000 
VC =600000 



□他の値を計算するには 


の 


强 L 置 指目目目目 0 




• 経営レバレツジ係数 ( DOL ) と同様にして、売上高 ( SAL ) 、変動 
費 ( VC ) 、固定費 ( FC ) を求めることびできます。計算に必要な 
値を置さ換えて入力してください。 
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己経営レバレツジ係数 ( DOL ) 計算サブモードで使 
用される金融計算メモリー ( VARS ) 

• 使用する VARS は、 SAL ， VC ， FC ， DOL です。 

• 経営レバレツジ係数 （ DOL ) 計算ヴブモードで使用される 
VARS メモ U — は、 BEVN モード ( BEV ， MOS , DOL , DFL , DCL , 
QTY CONV .) 1；(外のモードに移動すると、内容び消去されま 
す。 


計算式 


DOL -- 

SAL-VC 

' SAL - VC-FC 

SAL 

売上局 

VC 

変動費 

FC 

固定費 

DOL 

経営レバレツジ係数 


■金融レバレツジ係数 (Degree of Financial 
Leverage ) 計算ヴプモード 

♦ 利息/税弓 I さ前利益に対する利息の影響度を巧めます。 

口金融レバレツジ係数計算サブモードへの入り方 

1. 国西)を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 

2-み®で" DFL : EXE " を選択しま 

す。 


3. 臨!を押します。 



メこュー画面 


の 

ITR=0 

DFL=0 


口設定値一覧 


No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 

EIT 

利息/税弓 I さ前利益 

400,000円 

② 

ITR 

利息 

80,000円 

③ 

DFL 

金融レバレツジ係数 

1.25 
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□ 操作手順 

(例1 ) 金融レバレツジ係数 ( DFL ) を巧めます。 

1 . 設定値一覧 (84 ぺージ)より、計算に必要な値(手順2で選択す 
る値じ(外)をすベて入力します。 

•み@で① " EIT " を選択し、 

400000网 


• (5) 度)で② TTR " を選択し、80000函 

2. 計算する値を選択します。 

• (5) 度)で③ " DFL " を選択しま 
す。 


3. W 押して計算します。 | eit =4 邮邮 g 



日他の値を計算するには 

♦ 金融レノルツジ係数 ( DFL ) と同様にして、利息/税弓 I き前利 
益 ( EIT )、 利息 ( ITR ) をホめることびできます。 

計算に必要な値を置さ換えて入力してください。 

口金融レバレツジ係数計算サブモードで使用され 
る金融計算メモリー (VARS) 

• 使用する VARS は、曰 T ， ITR , DFL です。 

• 金融レバレツジ係数 （ DFL ) 計算サブモードで使用される 
VARS メモ IJ— は、 BEVN モード ( BEV ， MOS , DOL , DFL , DCL , 
QTY CONV .) l ；( 外のモードに移動すると、内容び消去されま 
す。 




計算式 


DFL 二 


EIT 

EIT-ITR 


EIT :利息/税弓 I き前利益 
ITR :利息 

DF し 金融レバレツジ係数 













■複合レバレツジ係数 (Degree of Combined 
Leverage ) 計算ヴブモード 

参利息(金利)を考慮した経営レバレツジ係数(売上高の変化率 
に対する利益の変化率の比)を巧めます。 

口複合レバレツジ係数 ( DCL ) 計算サブモードへの 
入り方 

1. 画西)を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 

2. み度)で‘ DCLEXE " を選択しま 

す。 


3. 函を押します。 

メニュー画面 


口設定値一覧 


口操作手順 

(例1 ) 複合レバレツジ係数 ( DCL ) をホめます。 

1 . 設定値一覧より、計算に必要な値(手順2で選択する値!;(外) 
をすベて入力します。 

•み®で① " SAL " を選択し、 

1200000 [exeI 


• み度)で② " VC " を選択し、600000函 
• (5) @で③ " FC " を選択し、200000函 
• み度)で④ TTR " を選択し、 1 00000函 
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No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 

SAL 

売上高 

1，200,000円 

② 

VC 

変動費 

600,000円 

③ 

FC 

固定費 

200,000円 

④ 

ITR 

利息 

100,000円 

⑤ 

DCL 

複合レバレツジ係数 

2 



















2. 計算する値を選択します。 

• み度)で⑤ " DCL " を選択しま 
す。 


の ▲ 


巧菁目目目目目 



3. 际を押して計算します。 


の ▲ 


巧茜目目目目目 



□他の値を計算するには 

• 複合レバレツジ係数 ( DCL ) と同様にして、売上高 ( SAL ) 、変動 
費 ( VC ) 、固定費 ( FC ) 、利息 ( ITR ) をホめることびできます。計 
算に使用する値を置さ換えて入力してください。 

口複合レバレツジ係数 (DCL) 計算サブモードで使 
用される金融計算メモリー (VARS) 

• 使用する VARS は、 SAL ， VC ， FC ， ITR , DCL です。 

• 複合レバレツジ係数 （ DCL ) 計算サブモードで使用される 
VARS メモ U — は、 BEVN モード ( BEV ， MOS , DOL , DFL , DCL , 
QTY CONV .)!^ ソ外のモードに移動すると、内容び消去されま 
す。 


己計算式 


DCL 


SAL-VC 


SAL - VC - FC-ITR 


SAL :売上局 
VC :変動費 
FC :固定費 
ITR :利息 

DCL : 複合レバレツジ係数 
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■数量および関連数値計算 (QTY CONV.) 

サブモード 

♦ 売上高、販売単価、売上数量の中から、2つ選んで値を入力す 
ることで、残りの値を求めることびでさます。 

• 変動費、1個あたりの変動費、売上数量の中から、2つ選んで値 
を入力することで、残りの値を求めることびでさます。 


口数量および関連数値計算 (QTY CONV.) サブモー 


ドへの入り方 

1. 国西)を押して損益分岐点関連計算モードに入ります。 

2. (?) 度)で‘ QTYCONV .: EXE " を 

選択します。 


の ▲ 

DFL：EKE 

DCL：EKE 



3. 函を押します。 

メニュー画面 


口設定値一覧 


の ▼ 

PRC=0 

QTV=0 


VC =0 
VCU=0 
QTV=0 


No . 

表示 

名称 

例題で使用ずる値 

① 

SAL 

売上高 

100,000円 

② 

PRC 

販売単価 

200円/個 

③ 

QTY 

売上数量 

500個 

④ 

VC 

変動費 

15,000円 

⑤ 

VCU 

製品1個あたりの変動費 

30円/個 

⑥ 

QTY 

売上数量 

500個 
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己操作手順 

(例1 ) 売上高と販売単価から、売上数量 ( QTY ) を巧めます。 

1 . 設定値一覧 (88 ぺージ)の①②③より、計算に必要な値(手順2 
で選択する値!;(外)をすベて入力します。 

• (5) 度)で① " SAL " を選択し、 

100000岡 


• み®で② " PRC " を選択し、 2 〇0函 

2. 計算する値を選択します。 

• み®で③ " QTY " を選択しま 
す。 


3. 画!]を押して計算します。|〜し=1。。。。置 



• ③売上数量を計算した場合は、計算結果び⑥売上数量にち 
代入されます。 

( MD 売上高と販売単価をホめます。 

例1と同様にして求めることびできます。 

計算に必要な値を置さ換えて入力してください。 

(13) 変動費と製品1個あたりの変動費から、売上数量 ( QTY ) を 
ホめます。 

1 . 設定値一覧 (88 ぺージ)の④⑤⑥より、計算に必要な値(手順2 
で選択する値!;(外)をすベて入力します。 

•み度)で④ " VC " を選択し、 

15000國 


• @@で⑤ " VCU " を選択し、30臨! 
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2. 計算する値を選択します。 

• み度)で⑥ " QTY " を選択しま 
す。 



3. 阮师を押して計算します。 



• ⑥売上数量を計算した場合は、計算結果び③売上数量にも 
代入されます。 

変動費 ( VC )、 製品1個あたりの変動費 ( VCU ) を巧める 
例3と同様にして求めることびできます。 

計算に必要な値を置さ換えて入力してください。 

口数量および関連数値計算 (QTY CONV.) 計算サブ 
モードで使用される金融計算メモリー (VARS) 

• 使用する VARS は、 SAL ， PRC , QTY , VC , VCU です。 

• 数量および関連数値計算泪 TYCONV .) サブモードで使用さ 
れる VARS メモ U — は、 BEVN モード ( BEV ， MOS , DOL , DFL , 
DCL , QTY CONV .) じ(外のモードに移動すると、内容び消去 
されます。 

口計算式 

SAL= PRC X QTY 
VC = VCU X QTY 

SAL :売上局 
PRC :販売単価 
QTY :売上数量 
VC :変動費 

VCU :製品1個あたりの変動費 
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■カスタムショートカット 

計算モード、セットアップ情報、値や計算式を SHORTCUT キー 
に登録することびできます。値を変更して計算を繰り返す場合 
に便利な機能です。 

口 SHORTCUT キーを使うには 

(例 ） 利率3%の複利金融商品を登録し、5年後受け取ることび 
できる金額を計算します。受け取り時には、利息から10% 
の税金び弓め、れるものとします。 

SHORTCUT 1 キーへ登録ずるには 

QD 支仏い期日 ( Payment ) は期末 ( End )、 利率(1%:表面金利) 
は3%、元金 （ PV : 現在価値）は10,000円、毎月の積立額 
( PMT : 入金額)は500円、年間の支仏い回数 ( P / Y ) は12回、 
年間の利息回数 ( C / Y ) は12回を入力します。 

1. fCM^ 

•複利計算モードに入ります。 

2. Payments I %、 PV 、 PMT 、 P / Y 、 C / Y を入力します。 

• 操作手順は、愼利計算に MPD ) モード」 (45 ぺージ)を参照 
してください。 

3. み®で、"が’を選択します。 


4. 耐 ff ) 画 ( STO ) 


• 画面に"#"マークび出ている箇所は、登録済です。操作を続 
けると上書さされます。 





5. み®で" Shortcutr を選び、函 


6. 確認画面び出るので、函 ( Yes ) 

• 國を押すと丰ャンセルされます。 

SH0RTCUT2 キーへ登録ずるには 

®T) 利息にかかる税金 (10%) を差し弓 I いた後の受取金額をホ 
める計算式を登録します。 

1. [COM^ 

• 四則演算•関数モードに入ります。 

2. 式を入力します。 

( FV - ((- PV ) + (- PMT ) X n )) x 

0.9 + ((- PV ) + (- PMT ) X n ) 

• FV ， PV および如ま金融計算メモ U — ( VARS ) です。 

3. SHORTCUT 2 丰一へ計算式を登録します。 

• 操作手順は、" SH 0 RTCUT 1 丰一へ登録するには"の手 
順4, 5, 6を参照してください。 " Shortcutr の代わりに、 
" Shortcuts " を選びます。 

SHORTCUT キーを使って計算ずるには 

OD 5年後如二 60) に受け取れる金額を計算します。 

1. 臨^ ( Shortcuti ) 

• 値び入力された状態の複利計 
算モードを呼び出します。メ 
こュー画面の力ーソルは"が’ 

を選択しています。 

2- 60函 

3. み®で‘ FV " を選択し、应^を 

押して計算します。 

•5 年後の将来価値（元利合計 
額)び計算されます。 
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4. 關 （ Shortcuts ) 

• 利息にかかる税金(10%)を差 
し弓 I いた後の受取金額をホめ 
る計算式を呼び出します。 

5. 臨!を押して計算します。 


伽 2^ 5年後の受取額を計算した後で、10年後の受取額を計算 
したい場合 

" SHORTCUT 丰一を使って計算するには"を、もう一度実 
行します。手順2で120を入力すると、10年後の受取額を 
計算でさます。な!;(外の値を入力する必要はありません。 

ご注意 

# STAT モードは、カスタムショートカット丰一に登録するこ 
とびでさません。 

• CASH モードを登録した場合、 DataEditor に入力した入出金 
額は登録されません。 

• コントラストの設定は登録できません。 

• 本機は、計算履歴 (34 ページ)を保存することびできます。し 
かし、計算履歴を、ショートカット丰一に登録することはで 
さません。 

□ カスタムショートカットキーへの登録をクリア 
ずるには 

1. 励極3图 （ CLR ) 

2. み®で" Shortcut : EXE " を選択し、函 

3•丘] ( Shortcuti ) または回 （ Shortcuts ) 

•登録内容を消去したいショートカット丰一を選択します。 
•ク U アを実行しない場合は、圧! （ Shortcuti ) または 
回 （ Shortcut 2) を押す代わりに國 Cancel ) を押してくだ 
さい。 



4.网 
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■ 関数ショートカツト烟則演算•関数モード) 

COMP モードでは、 ( Shortcuti ) と關 （ Shortcut 2) 丰一び、 
" FMEMr と" FMEM 2" 丰一になり、関数を割り当てることびでき 
ます。 

口 FMEM キーに関数を割り当てるには 

QD FMEM 1 丰一に" sin— 1 ("を割り当てます。 

1- 画丰一を押してから®度） 

で‘ sin— 1 ("を選択し、函 

2. 耐 Pi ] 国 ( STO ) 

• 画面に"#"マークび出ている場 
合には、すでに関数び割り当 
てられています。操作を続け 
ると上書さされます。 

3. み®で‘ FMEMr を選び、函 

4. 確認画面び出るので、國 ( Yes ) 

• 國を押すと丰ヤンセルされます。 

口 FMEM キーに割り当てた関数を呼び出すには 

QD FMEM 1 丰一に割り当てた" sirr 1 ("を呼び出します。 

1-fsHiFf)(|^(FMEMl) 


日関数ショートカツトキーへの登録をクリアする 
には 

1. 励砸)图 ( CLR ) 

2. み®で‘ FMEM : EXE " を選択し、函 

3. 圧 KFMEM 1) または回 （ FMEM 2) 

•登録内容を消去したいショートカツト丰一を選択します。 
•ク U アを実行しない場合は、圧! ( FMEM 1) または 
回 tMEM 2) を押す代わりに國 ( Cancel ) を押してくだ 
さい。 




4.网 
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関数計算 


本節では、本機の内蔵関数について説明します。 

• 应国丰一を押すとメニューび表示されるので、メニューの中 
から関数を選んでください。 

下記の関数は、丰一で入力することちでさます。 

Rnd (, sin (, cos し tan (，た厂(，へ(，がし ln ( 


本節で説明するすべての関数は、計算モード （15 ページ参 
照)として四則演算と関数 ( COMP ) モード(应困）を選択し 
た場合に利用可能です。 


己関数計算実行時のごミ主意 

• 計算の内容によっては演算結果び表示されるまでに時間び 
かかることびあります。 

•次の計算に移る際は、前の計算結果び表示されるまで待って 
ください(演算を中断するには画を押します)。 

口構文凡例 

本節では、さ関数の構文を次の要領で記述します。 

• 構文の記述はこのようなグレー地の中に記します。 

♦ 関数を表す文字列は下線を弓 I いて表します。 

• 弓徽として入力可能な文宇列を {} で括って表記します。基 
本的に{数値}または{式}のいずれかです。 

• 徴値}と{式}の両方び入力可能な場合、略してか}(または 
{ w }) と表記します。 

• 構文中の {} び （） で括られている場合、 （） の入力び必要で 
あることを表します。 


— 95 — 








■円周率 71 と自然対数の底だ 

円周率な、自然対数の底 e を、式に入力して使うことびできます。 
本機では、それぞれ次の値として計算します。 


几 = 3. 14159265358980 (画 ij ) 極](几)） 
e = 2.71 828182845904 (麻^ 画3 (だ）） 


■云角関数と逆互角関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 

sin (, cos し tan (, sin —1(， cos —1(， tan —1( 

口構文と入力操作 

sin " な})(その他の関数ち同様） 

QD sin 30 = 0.5、 sin — 1〇.5 = 30 

Deg 

画因丘] ( sin ) 回匹]丘]臨！ 


1. [ctlgI 

2. み@で‘ sin — 1 ("を選択し函 

3. 匹!囚回囚臨！ 


己留意事項 

•兰角関数、逆兰角関数の計算時に使われる角度の単位は、本 
機の現在の角度設定によって決まります。 


の ▲ 


Sint ： 加） 

0.5 



sin-1 (日•日； T 

▲ 

3白 
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■角度単位変換 

度 ( Deg )、 ラジアン ( Rad )、 グラード ( Gra ) の特定の角度単位で入 
力した数値を、セットアップの 「 Angle 」(20 ぺージ)で現在選択さ 
れている角度単位に変換することびでさます。 

変換には画因區 )（ DRG ^) を押すと表示される次のメニューを 
使います。 



囚 

主!； 



〇列：）互ラジアン= 90。、50グラード= 4 5。 

2 

•度 （ Deg ) に変換するので、角度設定を Deg にして操作を行つ 
てください。 

Deg 

の困励佩因回丘] 

(pFll fAns] (DRG ►) 回の國 


回匹!極3區 )( DRG ^) 
回 ( g ) 國 


■ 双曲線関数と逆双曲線関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 

sinh し cosh し tanh し sinh —1(， cosh — i し tanh —1( 

口構文と入力操作 

sinh ( {な})(その他の関数も同様） 



( T 例 ) sinh 1=1.175201194 
1-[ctl^ 

2. み®で‘ sinh ("を選択し函 
3•圧!囚函 


sinhCD ^ 

1.175201194 
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■指数関数と巧数関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 


10へ(，がし log(, ln(, 


日構文と入力操作 


10ぺ か} . (が(も同様） 

ioci{{^}).iogio {な}(常用対数） 

\ogi{m},{n}) . \og{m}{n} (底抑}の巧数) 

in (か}) .log だか}(自然対数） 


Cm 1 ) 1〇〇。16 = 4、 log1 6 = 1.2041 19983 
1- 

2. み®で‘ log ("を選択し函 

3. 回画田り圧!固囚函 

1- 

2. み®で‘ log ("を選択し函 

3. 圧!回囚函 


底の指定びない場合は、底10 (常用対数)と 
して扱われる 

Cm 2) In 90( = log だ 90) = 4.49980967 
1- 

2. み®で‘ In ("を選択し函 

3. 国の囚函 

り列 3) ^10 = 22026.46579 
1-[ CTL ^ 

2. み®で‘が("を選択し函 

3. 圧!匹!囚函 


6 *( 10 ) 0 - 
己己0己 E . が日？日 


In ( 日日 ）0 ■ 

4. 4日日日日日の 


log 口， 1E) 

4 


log (: 

囚 ▲ 

[の 


し己0411日日日3 
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■ べき乗関数とべき乗根関数 

標題の計算には、次の関数を使います。 


X 2， X 3, X -1， XA (，厂し3厂(，ぶ厂( 


口構文と入力操作 


かが . 

....... か3, X -1 も同様） 

{ m } X へ(か} . 

. 柳严 

。か}) . 

…-…（平方根） 

のか}) . 

…-…（立方根） 

[ m ] 叩 (m ...... 

. (ベさ柔根） 


(T 例）2。= 8、 ( V 2+1)( V 2-1) = 1. (1+1)2+2=16 
1.infCTLi^ 

2. み® で‘ 3 "を選択し 函 

3•函 

1. mf ^ 

2. み®で‘厂("を選択し函 

3. 回囚旧の田の画^ 

4. み®で‘厂("を選択し函 

5. 回囚曰の囚國 

1. のの旧の囚 

2. み度) で‘へ("を選択し 函 

3. 回旧回囚网 


( パの + 1 )( パの - 1 ) 


(i+ir じ+の 

1G 
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■ 座標変換(直交座標八極座標) 


直交座標と極座標の相互変換を実行することびでさます。 



直交座標 ( Rec ) 

座標変換には、次の関数を使います C 


極座標 ( Pol ) 



通 LD 直交座標 ( V ^， を極座標に変換します。 

|Peg| 

1 - 

2. み®で‘ Pol ("を選択し函 

3. 画回(厂 ) 回囚@田し） 

丽回(厂個のの网 



• 結果がま、-180° く 0^180°の範囲で表示されます。 

• 結果0は、現在の角度設定に従って Deg 、 Rad 、 Gra の値に変換 
され、結果表示されます。角度設定は、「設定項目一覧」 （1 7 
ページ)の" Angle " で変更することびできます。 

• 計算結果として得られた r 、 0の値は、それぞれ変数メモ U — 
(40 ぺージ)の X 、 Y に格納されます。 











( MD 極座標 (2, 30) を直交座標に変換します。 

I Peg I 
1 - 

2. み®で‘ Rec ("を選択し函 

3. 回画田り回の囚函 


Rec 口，加） 

X = し732050808 
Y= 1 


• 入力値のがま、現在の角度設定によってミ夫まります。角度設定 
は、「設定項目一覧」 （17 ぺージ)の" Angle で変更することびで 
さます。 

• 計算結果として得られた X ， Y の値は、それぞれ変数メモ U — 
(40 ページ)の X ， Y に格納されます。 

□ 留意事項 

• 座標変換を単独で実行せず、計算式の中で実行した場合、先 
頭の解 ( r 値または X 値)を用いて演算び行われます。 

例 ： Pol ( V 2, 72)+5 = 2+5 = 7 

■ その他の関数 

ここでは次の関数を使った計算について説明します。 

!， Abs し Ran #, nPr , nCr , Rnd ( 

口階秉り） 

構文：か}! 

QD (5+3)! 

1. の回旧回丘！ 

2 - 

3. み度) で‘!"を選択し函 

4-函 

• 徴値}(または{式}の計算結載び0または正の整数の場合のみ 
有効です。 


巧。)！ 0 A 

40320 
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己絶対値計算 ( Abs ) 

実数の演算時は、単純に絶対値をホめます。 

構文： Abs (か}) 

QD Abs (2-7) = 5 
1-[ctl^ 

2. み®で‘ Abs ("を選択し函 

3. 回曰回囚网 



口 乱数 ( Ran #) 

ノ」\数点!^ソ下3巧の小数 (0.000 〜0.99 9) の疑似乱数を発生させる 
関数です。 

構文： Ran # 

CW ) 1000 Ran # で3巧の乱数3つを得る場合 



^ 1 邮 0Rantt 
國 

1目日 

• 上記の数値は一例であり、結果は操作ごとに異なります。 





口順列 ( wP け/組合せ ( wCr ) 計算 

順列、組み合わせの計算を行ラことびでさます。 

構文： {な} nPr { m }, [ n ] nCr { m } 

な， r は整数、かつ 0^ ド ^ n <^ X 10 1 Q の場合のみ有効です。 

QD 10人の中から4人を選んで作る順列および組み合わせ 
は、それぞれ何通りになりますか？ 

1. のの 

2. ® 度)で" P" を選択し函 

3 •圧!函 

1. のの 

2. み®で‘ C" を選択し函 

3 •圧!函 

口丸め関数 ( Rnd ) 

引数として指定された数値や式の結果を小数化して、現在の表 
示巧数設定 ( Norm / Fix / Sci ) に従つて有効巧で四捨五入する 
(丸める）関数です。 

構文： Rd がか}) 

表示ホ巧数設定： Norml または Nomi2 の場合 

仮数部の11巧目で四捨五入を行います。 

表示が数設定： Fix または Sci の場合 

指定が数の1つ下の巧で四捨五入を行います。 

QD 200^7 X 14 = 400 

回函函因回国の团函 

(ル数点1^(下3お指定） 

1. fSETU^ 

2. み®で‘ Fix " を選択し函 
3•回 
4•國 
5-函 
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(内部 1 日巧で計算を続ける） 

回のの因回國 

固のの國 

同じ計算を丸め関数を使って(指定巧で)実行すると 

回面面因回國 

(指定巧での数値丸めを実行） 

[ sHiFT ] 匹] ( Rnd ) 函 

(丸めの確認） 

因のの關 
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統計計算 


本節での計算を斤う際には、計算モード (15 ページ参照)と 
して STATE — ド（回の）を選択してください。 


■統計計算の概要 


己統計計算の操作の流れ 

はじめに、本機を使った統計計算の大まかな操作の流れを説明 
します。次の操作例を行ってください。 

1. 向^を押します。 

• 次のような STAT タイプ選択画面び初期表示されます。 

_+G が ： EKE 


この画面では、統計計算のタイプを選択することびでさま 
す。 

2-ここでは®®で"1 - VAR " を選び、画を押します。 

• 画面上部に STAT シンボルび点灯し、 STATE - ドに入った 
ことを示します。 

• 次のような STAT エディタ画面び表示されます。 


STAT 

囚 

I 

ム 


己 

3 




この画面では、統計計算実行の対象となる標本データを入 
力することびでさます。 

• STAT エディタと投資評価 ( CASH ) モードの D . Editorjd ま、一 
つのデータ領域を共有しています。 
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STAT 

1 :Type 
3：Edit 

己 ： War 


この画面では、 STAT エディタ画面で入力した標本データ 
に基づく統計計算や、 COMP (四則演算と関数)モードとほ 
ぼ同様の各種計算を実行することびでさます。 

5. ここからの操作は、実際の統計計算の例です。 

画因 ( S ^ ( S - MENU ) を押します。 

• 次のような STAT メニューび表示されます。 


この画面からコマンドを選択して統計計算を実行したり、 
他の画面に移動したりでさます。 

6. 計算例:標本データの平均値を巧めます。 

回 （ Var ) を押してください。 


Var サブメ. 


-び表示されます。 


3. 標本データを人力します。 

• ここでは例として10,11,12と入力します。 

のの國のの岡の回國 



4. 画を押します。 

• STAT 演算画面び 表示されます。 




a 

a M 
tmn 
aui 
□SM 


246 
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7. 回 （ぶ)を押します。 

• STAT 演算画面び表示され、平均値をホめるぶコマンドび入 
力されます。 



STAT 

囚 


;| 



白 


8. 國を押します。 

• 計算結果(標本データの平均値)び表示されます。 



STAT 

囚 


X 



11 


ヒント 

• STATE — ドでの統計計創ま、 STAT エディタ画面で入力した 
標本データに基づいて行われます。 

統計計算を行った後でわ、随時 STAT エディタ画面を呼び出 
して、標本データの追加、削除、変更などの編集を行うことび 
でさます。 

口統計計算のタイプについて 

統計計算のタイプは、 STAT モードに入ると表示される STAT 夕 
イプ選択画面でカーソル丰一を使用して選ぶことびでさます。 


囚 ▼ 





本機では、次のタイプの統計計算の実行び可能です。 


選択画面表示 

統計計算のタイプ 

変数の数 

1 -VAR 

一変数統計演算 

一変数( X ) 

A+BX 

一次回帰演算 

二変数( X ， Y ) 

_+ CX 2 

二次回帰演算 

InX 

対数回帰演算 

が X 

6指数回帰演算 

A.B へ X 

口わ指数回帰演算 

A ベへ B 

ベさ乗回帰演算 

1 /X 

逆数回帰演算 
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統計計算のタイプを切り替えるには 

STATE — ドの利用中でも、統計計算のタイプを切り替えること 
びできます。 ( M ] 丰一を押し、 ® 度) を使用して切り替えたい 
STAT タイプを選び、國を押します。 

• 変数の数び同じ(こ変数の)統計計算タイプの間での切り替 
えの場合は、標本データは保持されます。同じ標本データに 
基づいて、異なる回帰演算を実行することび可能です。 

口標本データの入力について 
STAT エディタ画面を表示ずるには 

他の計算 モー ドから STAT モー ドに入った場合は、 STAT タイプ 
選択画面で統計計算のタイプを選んだ時点で STAT エディタ画 
面び表示されます。 

すでに STAT モードに入っており、他の画面び表示されている場 

合は、 画固画 ( S - MENU ) 回 ( Data ) を押します。 

STAT エディタ画面について 

STAT エディタ画面の1行び、1個 (1 組)の標本データを表します。 
現在選択されている統計計算タイプび一変数か、こ変数かに応 
じて、 STAT エディタ画面の表示は次のようになります。 



一変数の場合 こ変数の場合 

FREQ (頻度)列の表示について 

セットアップの 「STAT (統計表示設定)」 (22 ぺージ)は、初期設定 
では Off になっています。これを On に切り替えると、 STAT エディ 
夕画励こ FREQ 列び追加されます。 FREQ 列は " FREQ " というラ 
ベル名で表されます。 


FREQ 列 







# FREQ 列には、各わの標本 X —夕の頻度(同一標本 X —夕の 
データ数)を、数値で入力することびでさます。ある行の X 列 
(または Y 列)にデータを入力すると、その行の FREQ 列には初 
期値として1び自動的に入力されます。 

標本 データを 入力ずるには 

• 入力は、現在カーソルび表示されているセルに巧して行うこ 
とびできます。力ーソルの移動は、を使って行います。 



カーソル 


• COMP (四則演算と関数)モードでの入力と同じ要領で、数値 
や式の入力を行います。入力中の数値や式は、 STAT エディタ 
画面下部の「詳細情報ェ U ア」に左詰めで表示されます。 


(詳細情報エリア 

参入力の途中(数値や式び詳細情報エ U アに左詰めで表示され 
ている状態)で画を押すと、入力中の内容びク U アされま 
す。 

• 入力中の内容を確定するには、國を押します。確定と同時 
に、選択されていたセルに数値び表示されます(最大が行)。計 
算式を入力した場合は、計算結果び数値で入力されます。 



• こ変数の場合、ある斤の X 列または Y 列のどちらか片方への入 
力を確定すると、わう片方には初期値として自動的に0び入 
力されます。 
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入力に関ずるご注意 

①入力可能な行数(標本データ数)は、現在選択されている統計 
計算タイプと、本機のセットアップの 「 STAT (統計表示設 
定)」 （22 ページ)の状態によつて次のように異なります。 


統計表示 
統計\\設定 
計算タイプ^\ 

OFF 

( FREQ 列非表示） 

ON 

( FREQ 列表示） 

一変数 

80行 

40行 

こ変数 

40行 

26行 


② STAT エディタ画面では次の入力操作はでさません。 

•画，画画 （ M -) 丰一の操作 
-変数メモ U —への数値登録操作 ( STO ) 

-金融計算メモ U - ( VARS ) の操作 

標本データの保持に関するごま意 

次の操作を行うと、 STATE — ドで入力した標本データはすべて 
消えてしまいますので、ご注意ください。 

•セットアップで統計表示設定 ( FREQ 列の表示/非表示設定) 
の選択操作をした場合(たとえ前回と同じ設定でわ、データは 
消えます） 

口標本データの編集について 

STAT エディタ画面で入力した標本データに巧して、次の編集操 
作び可能です。 

• 選択したセルの内容の上書さ 
• 行の削除 
• 行の挿入 

• 全 データの一括 削除 

編集時のカーソルの移動について 

編集を行う際には、編集対象のセルにカーソルを移動します。 
上下ち向への移動には®または 度) を、左ちち向への移動には 
角) または ( g ) を使います。 
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入力済みのセル内のデータを上書きずるには 

入力済みのセルへの上書さ操作は、基本的には標本データの初 
期入力時の操作と同じです。 

1 . STAT エディタ画面で、入力済み内容を変更したいセルに 
カーソルを 移動します。 

2. 上書きしたい数値(または計算式)を入力し、國を押します。 
• 新たに入力した数値(または計算式)によって、力ーソル位 
置のセルの内容び上書さされます。 

ご注意 

入力済みのセルに対する編集操作は、新規入力による上書さ操 
作のみび可能です。すでに入力済みの数値の一部を変更するこ 
とはでさません。 

特定の行を削除ずるには 

現在のカーソル位置の行全体を削除することびでさます。 

1 . STAT エディタ画面で、削除したい行のいずれかのセルに 
カーソルを移動します。 

2. 画を押します。 

♦カーソ J レ位置の行全体び削除され、削除した行!;(降の行び 
順次繰り上がります。 

特定の位置に行を挿入ずるには 

現在のカーソル位置の手前に、行を挿入することびでさます。行 
の挿入は、次の手順で行います。 

1 . STAT エディタ画面で、行を挿入したい位置の直後の行のい 
ずれかのセルに、カーソルを移動します。 

2- in ) ( s ^ ( S - MENU ) を押して STAT メこューを表示し、 
回 （ Edit ) を押します。 

• Edit ヴブメこユーび表示されます。 


1 : Ins 2: Del-fl 


3-丘] ( Ins ) を押します。 

• 行の挿入び実行され、 STAT エディタ画面に戻ります。 
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ご注意 

すでに入力可能な行数いっぱいまで入力済みの場合は、行の挿 
入は実行されません。 

ずべての標本データを一括削除ずるには 

STAT エディタ画面に入力したすベての標本データを、次の手順 
で一括して削除することびでさます。 

1- 画因 ( S - MENU ) を押して STAT メニューを表示し、 
回 （ Edit ) を押します。 

• Edit サブメニューび表示されます。 

2- 回 （ Del - A ) を押します。 

• すべての標本データび削除されます。 

ご注意 

行の挿入と標本データの一括削除の操作は、 STAT エディタ画面 
び表示されている状態でのみ実行び可能です。 

口 STAT 演算画面について 

STAT 演算画面は、 STAT エディタ画面を使って入力したデータ 
に基づく各種の演算を実行する際に利用します。 

ST AT エディタ画面で画を押すと、 STAT 演算画面に切り替わり 
ます。 


STAT 

I 

の 




白 


STAT 演算画面を使った統計計算について 

画因 ( S - MENU ) を押すと表示される STAT メこューから、現 
在選択されている統計計算のタイプ (107 ぺージ)に応じたコマ 
ンドを STAT 演算画面に呼び出し、演算を実行することびでさま 
す。 

•入カデータ個数や、選択した統計計算の種類によっては、統 
計計算に時間びかかることびあります。 

STAT 演算画面で可能なその他の操作について 

基本的に COMP (四則演算と関数)モード時と同様の、四則演算 
や関数計算などの操作び可能です。ただし次の機能は無効とな 
ります。 
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STAT 

Type 

Edit 

Var 

Reg 




iMmwmiB 


# 因] Sum , 回 Var ， 固 MinMax の各ヴフメこ:!一に含まれるコ 
マンドについて詳しくは、「一変数統計演算」 （1 14ページ)お 
よび「回帰演算(こ変数統計演算)」 （1 17ページ)の該当項目を 
参照してください。 


最大値/最小値をホめるコマンドを含む 
MinMax ヴブメニューを表示します。 


す iMinMax 


平均や標準偏差などを求めるコマンドを含む 
Var サブメニューを表示します。 


Var 


を種の総和をホめるコマンドを含む Sum サフ 
> — ユーを 表示します。 


团 Su 


STAT ェデイタに巧する編集を行うための Edit 
サブメニューを表示します。 


国 Edit 


STAT エディタ画面を表示します。 


Data 


STAT タイプ選択画面を表示します。 


の Type 


メニユ-名 


一変数の場合 


共通のメニュー項目 


こ変数の場合 


MinMax 


STAT 

1: Type 
3:Edit 

己 


• 複数の計算履歴の記憶 
• マルチステートメントの入力 
• 金融計算メモ U — ( VARS ) の入力 

□ STAT メニューについて 

STAT エディタ画面または STAT 演算画面で 耐巧信而 K S - MENU ) 
を押すと 、 STAT メニューび表示されます。 

STAT メニューの内容は、現在選択されている統計計算のタイプ 
(107 ぺージ)び一変数か、こ変数かによって、メニュー項目び異 
なります。 


X 

3 

a M 
tmn 
aui 
DSM 

回。む u 


13己7 
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二変数時のみのメニュー項目 


メニュー名 

説明 

回 Reg 

回帰演算を実行するコマンドを含む Reg サブ 
メニューを表示します。 


ご注意 

対数回帰演算、だ指数回帰演算、^?わ指数回帰演算、およびべさ乗回 
帰演算の選択時は、標本データの入力数びをくなると、 Reg サブ 
メニューに含まれるコマンドの演算に時間びかかります。 

■-変数統計演算 


1- [STAfl 

2. み®で" 1 - VAR " を選択し函 

口総和 ( Sum ヴプメニュ ー） 

[ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 应| ( SuiTl ) 

丘]む 2 標本の2柔和をホめます。 

回む 標本の総和をホめます。 

己標本数/平巧/標準偏差 ( Var サブメニュー) 



丘]巧 
回ぶ 


画画 ( S - MENU ) 回 ( Var ) 

標本数を求めます。 
平均をホめます。 

Ex 



X 


n 


fsIxGn 母標準偏差をホめます。 




xCn 


[4] xan -1 標本標準偏差を巧めます。 

[xix-xY 


XCJ な一 1 


n -1 
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日最大値/最小値 ( MinMax ヴブメニユ ー） 

fsHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 固 ( MinMax ) 

丘] minx 標本の最小値をホめます。 

因 maxX 標本の最大値をホめます。 

口一変数統計演算の例題 

(fn) 一変数統計演算を選択して次のデータを入力します。 




0 

1 

2 

3 

1 

2 

1 

2 


9 

10 

2 

1 


入力したデータに対して、標本の2柔和と総和をホめま 
す。 

fSETU^ 

み®で‘ STAT " を選択し函 
圧 l ( On ) 

(S 

み®で‘ 1 - VAR " を選択し臨] 


曲國山脚山國 
回國の國回國固國 
囚岡图阿のの國 ■■ 


回國@回國回 H 
國回國回國の國回國 |g 


画 [ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 
[4] ( Sum ) 


圧!(な 2) 國 




STAT 

の 


む2 


672 
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[ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 圧! ( SuiTl ) 

回(な)國 

( H ) 例1で入力したデータの標本数、平均、母標準偏差を巧め 
ます。 

( pi 面の ( S - MENU ) 回 ( Var ) 


圧! ( n ) 國 


画固 IstatKS - MENU ) 回 ( Var ) 

回(々國 


画固画 ( S - MENU ) 回 ( Var ) 
回 { xan ) 國 


伽 3) 例1で入力したデータの最小値、最大値をホめます。 

画画 ( S - MENU ) 

回 ( MinMax ) 


圧 KminX ) 阮 I 


困画 ( S - MENU ) 
固 f MinMax ) 回 ( maxX ) 國 
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ク■で 

4 :が n -1 
6: yrfn 


2: Ea: 

4: 己 y 
6: な 3 
S: な 4 


回帰演算(二変数統計演算) 

口一次回帰演算 

1-fswl 

2. み®で‘ A + BX " を選択し函 

次のモデル式による回帰を実行します。 

y = A+BX 

総和 ( Sum ヴブメニユ ー） 


(prfl IstatJ ( S - MENU ) 应 | ( Sum ) 


田友户標本の X データの2柔和をホめます。 

回な標本の X データの総和をホめます。 

回み; 2 標本の Y データの2柔和をホめます。 

因み；標本の Y データの総和をホめます。 

回！:巧；標本の X データと Y データの積和をホめます。 
固な 3 標本の X データの3柔和をホめます。 

囚友ド};標本の{ X データの2乗 XY データ}の総和を求めます C 
面む 4 標本の X データの4柔和をホめます。 

標本数/平巧/標準偏差 ( Var ヴブメニュ ー） 

画团厕 ( S - MENU ) 回 ( Var ) 


\ J]n 標本数をホめます。 

回ぶ 標本の X データの平均をホめます。 

を—を 
^ ~ n 

回乂 ( JW 標本の X データの母標準偏差をホめます。 


xCn 


i ： (x-xy 

n 




1357 


y 

££ y£ 
KyKK 
己己己 E 

1357 
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向乂 (J な- 1 標本の Xx —夕の標本標準偏差をホめます。 


义0/2 -1 = 


n -1 


回夕 


標本の Y データの平均をホめます。 

夕= 誓 


[^yon 標本の Y データの母標準偏差をホめます。 

y 口な =V 心 n 方 

{7] yan -^ 標本の Y データの標本標準偏差をホめます。 


yCn -1 


^{ y-yY 

n -1 


最大値/最小値 ( MinMax サブメニュ ー） 

困画 ( S - MENU ) 

固 （ MinMax ) 

丘 ] minx 標本の X データの最小値を求めます。 
回 maxX 標本の X データの最大値をホめます。 
回 minY 標本の Y データの最小値をホめます。 
团 maxY 標本の Y データの最大値をホめます。 

回帰演算 ( Reg サブメニュ ー） 

耐巧 IstatI ( S - MENU ) 回 ( Reg ) 


田 A 回帰係数の定数項 A をホめます。 

A - み - B ぷ乂 
— n 

回目 回帰係数 B をホめます。 

の = n-2：xy - Zx-Zy 
巧 ぷ 乂 2 — にが 
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圧!ぶ 


(例） 

乂 


1.0 

1.0 

1.2 

1.1 

1.5 

1.2 

1.6 

1.3 

1.9 

1.4 

2.1 

1.5 

2.4 

1.6 

2.5 

1.7 

2.7 

1.8 

3.0 

2.0 

1 .( setup ) 


相関係数 r をホめます。 

/ 2 ’ 至乂 3 ； — S ぶ ’ S )； 


V いぷ义2 —にが}い•み;2 —に3；)2} 

X 推定値をホめます。 

.y-A 
ぶ=下 

: y 推定値を巧めます。 

夕 = A + 执 [: 


左記データを一次回帰して回帰式およ 
び相関係数をホめます。 

また、回帰式より乂 =2 および 3；=-3 のと 
さの夕かの推定値)、ぶ(入の推定値)をそれ 
ぞれ推定します。 


2. み度)で" STAT" を選択し画 

3. 回 (Off) 


(swl 




® 區 ) "A+BX" 


山刚の CH 凹蜡の CiJ 凹函 
の GD 固函の GD 图國 
回 CH の画回 d ] 团画 
回 GD 回國回 GD 回國 

回函 
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@@圧|函 

の □ の画の □ 回國 
の □ 回國の □ の國 
の[ I ]回画の □ 固画 
の GD 回画の CI ] 团國 

回臨! 


画耐巧 IstatI ( S - MENU ) 回 ( Reg ) 


圧! ( A ) 國 


[ sHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( B ) 國 


[ sHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( r ) 國 

; y =-3 のときぶは？ 

回回 因向^ ( S - MENU ) 

回 ( Reg ) 圧!が)國 

ぶ=2のとき夕は？ 

回 [ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 

回 ( Reg ) 回げ)國 

口二次回帰演算 

1 -fswl 

2. み®で‘ _+ CX 2 " を選択し函 
次のモデル式による回帰を実行します。 

y=A + BX+CX^ 
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• 総和 ( Sum ヴブメニュー)、標本数/平均/標準偏差 ( Var ヴブ 
メニュー)、最大値/最小値 ( MinMax サブメニュ ー) について 
は、一次回帰演算 (1 17ページ)と同様です。 

回帰演算 ( Reg サブメニユ ー） 

耐巧 IstatI ( S - MENU ) 回 ( Reg ) 


田 A 回帰係数の定数項 A をホめます。 


B (苦) 


回 B 


回帰係数の一次係数 B をホめます。 

S が- Sx 2 vS ; o ：2 
Sxx.SxSxS — (Sxxy 


回 C 回帰係数のこ次係数 C を求めます c 

SxySxx- SxySxx^ 

SxrSA; — 化； a: う 2 

ただし、 

みぶ=化些 
抑=却-似•み） 

みん2 ぶ 3 - (ム义ム乂 2) 

n 

献 2 = 以 4_ ( 些 ^ 

み Sy = Ex ^}；- が•み) 


Sxx ^ 


み 2 乂 ; 


团ぶ1 X 1 推定値をホめます。 


B+ が - 4C(A — V) 


回ぶ2 


2C 

入2推定値をホめます。 


B _^_4 C(A — V ) 







固夕 3；推定値をホめます。 

夕= A + か [:+ &2 

QD 119ページ(一次回帰演算の例題)で入力したデータを二 
次回帰して、回帰式をホめます。 

また、回帰式より乂 = 2および}; = 3のときの夕かの推定 
値)、ぶ1 ( X 1 の推定値)、ぶ2な2の推定値)をそれぞれ推定し 
ます。 


画 [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 
回 ( Reg ) 


圧 ! ( A ) 画 


[sHiFT]|STAT|(S-MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( B ) 函 


[sHiFT]|STAT|(S-MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( C ) 國 


: y =3 のとさみは？ 

回 [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 
回 ( Reg ) 圧 ! が 1 )画 


; y =3 のときぶ2は？ 

回 [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 
回 ( Reg ) 回げ 2 )画 


ぶ=2のとき夕は？ 

回 [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 
回 ( Reg ) 固げ)國 




STAT 田 

3Si 

4.502211457 


STAT 回 

3む 

-9.0944725 G 3 


STAT の 

の 

し44254770 G 



。む 


fics 
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日対数回帰演算 

1 -fswl 

2. み®で ‘ In X "を選択し函 

次のモデル式による回帰を実行します。 

y = A + BlnX 

参すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算(117 
ぺージ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

み — B-Zlnx 
n 

巧 .IXln か — Sin 入み 

巧ぶ化；が-住虹が 

/2.S(ln々y — Sin ぶ•み； 

Vjn - IXln 乂 )2 - ( jAraf ]{ n ' Ly ^ - (己： V )。} 

y -A 

え =e B 
y = A + Blrvc 


左記データを対数回帰して回帰式および相 
関係数をホめます。 

また、回帰式より乂=80および}; = 73のとき 
の夕かの推定値)、ぶなの推定値)をそれぞれ 
推定します。 


1- 尼 ETUPl 

2. み®で‘ STAT " を選択し函 

3. 回 ( Off ) 

4. fswl 

5. み度)で ‘ In X "を選択し臨] 


〇列） 


乂 

: y 

29 

1.6 

50 

23.5 

74 

38.0 

103 

46.4 

118 

48.9 


A = 
B = 

r = 



STAT 

の 

回图函回の函回の國 

M 

I 旧 

V 

D 


のの回函のの团國 

5 

E 

一 

□ 
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圧!曰固國 
回回 E ] 回函 
回团函の固 □ の函 
の团[ I ]图函 

画画 ii) IstatKS -MENU) 
回 (Reg) 圧! (A) 函 


[sHiFi] IstatKS -MENU) 回 (Reg) 

回 (B) 函 


[sHiFi] IstatKS -MENU) 回 (Reg) 

回 ( r ) 函 

乂 =80 のとき夕は？ 

团匹! [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 

回 (Reg) 回げ)國 

;y = 73 のとさぶは？ 

回回困医画 (S-MENU) 

回 (Reg) 旺 I が) 函 

口 C 指数回帰演算 

1 -fswl 

2. み®で‘ e へ X "を選択し函 
次のモデル式による回帰を実行します。 

y = A 严 

• すべてのヴブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 （117 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

A = exp Pny-B 也 ) 

r n .む1が- Xx-Xlnj 

/2初2 —(む)2 



-124 - 




画 [ sHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

圧! ( A ) 國 

[ sHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( B ) 國 


r ： 

X 

へ 


n . む 1 が 一 むぶ Iny 


Vi W • 乙ぶ 2 — 化が } か屯 (Iny/— 化 Iny ) う 
Inv -inA 


B 


Ae 


Bx 


〔例） 


乂 


6.9 

21.4 

12.9 

15.7 

19.8 

12.1 

26.7 

8.5 

35.1 

5.2 


左記データをだ指数回帰して回帰式および 
相関係数をホめます。 

また、回帰式より乂 =16および};=20のとき 
の夕かの推定値)、が入の推定値)をそれぞれ 
推定します。 


[setup! 

み®で‘ STAT " を選択し國 
回 ( OFF ) 


[STATI 

み®で‘が X "を選択し画 


STAT の 

E 

-0.04日20370日31 



STAT 

の 

w 

V 

BE.n 

日■日 

3 S. I 

一 


STAT 回 


30. 4日？日日？43 


國國國國國画國國 
图一^回のの回ち回 
□曰曰囚囚囚囚囚 
回一^固回の回一^回 
田の回回回の國 
画® の 
国® 囚 
□ 回 
固の 
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STAT の 


.3.87915739 


STAT 回 


STAT の 

因 IstatI (S-MENU) 回 (Reg) 「 

回 (r) 画 

-8.9972473521 

乂 =1 らのときがま？ - 品 f - Q - 

の回画画 (S-MENU)IGy 
回 (Reg) 回げ)國 

13•の日1日？3日I 

;y = 20 のときぶは？ -^- g - 

回匹!画画 (S-MENU) 201 

回 (Reg) 圧 ! が)國 r 。 j 。。。。… 

3.574 SGS047 

口なろ指数回帰演算 

1.Iswl 

2. み ® で ‘ A ， BAX "を選択し 國 
次のモデル式による回帰を実行します。 

y = AB^ 

• すべてのヴブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算 （117 
ページ ) と同様です。 

演算式は次の通りです。 


日-日？4日 E 日04? 


A = exp pny-B^ ^ 
n / n -Zxlnj - Zx -Slny \ 

B = ex 叫 n • が做） 

n -ZxlnJ - Zx -Zlnj 

み n -Lx^- C^f}{n .^(Iny )。 - (Xlnj)^} 
へ Iny — 

ぶ \nB 

v = A が 
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左記データを幻わ指数回帰して回帰式およ 
び相関係数をホめます。 

また、回帰式より乂 =15および};=1.02の 
ときの夕かの推定値)、がが)推定値)をそれ 
ぞれ推定します。 

1 .ISETUPl 

2. み度)で‘ STAT" を選択し画 

3. 回 (OFF) 

4. fswl 

5- み®で‘ A’BAX "を選択し函 

回の函回函回函 
のの网 


@ぉ1£]山回团蝴性函 
の固[ I ]回函回の回國 


画 [ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 
回 ( Reg ) 圧! ( A ) 函 


[ sHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( B ) 函 


[ shIftIIstatKS - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( r ) 函 


乂 =15のとき夕は？ 

の 回 [ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 
回 ( Reg ) 回げ)國 

; y =1.02 のときぶは？ 

の E ] 面回 
耐讯 statI ( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

圧!が)画 
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STAT 回 



V 

5 

□ 

一 

□ 


STAT 回 




V 

3 

5 

IE ■己 

M 

ID 

513 

5 




STAT 回 

A 

日. 4日日日目目目4 

STAT 回 

E 

2.007499344 

STAT 回 

广 

日•日日日日の3日日2 

STAT 回 

1 日 y 

1 G 944. 22002 

STAT 回 

し0日日3日？日巧 


〇夕|〇 


X 

: y 

-1 

0.24 

3 

4 

5 

16.2 

10 

513 







口べき柔回帰演算 

1 -Iswl 

2. み®で‘八べ 八 目"を選択し画 

次のモデル式による回帰を実行します。 

;y = A が 

参すべてのサブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算(117 
ページ)と同様です。 

演算式は次の通りです。 

A = expf SlW-B ぶ to ) 

B n -XlnxlnJ - lAnx ぶ Iny 
巧 .IXln; が - (Xln ; が 

n - Zlnxl が— Zlru: ぷ Iny 

ぶ n •玄 (liu ザー (iln 乂 )2} {なぶ(111}が - (Slny)2} 

in 3 ； -In A 

x= e ぉ 

夕= 

QD 

左記データをベさ乗回帰して回帰式および 
相関係数をホめます。 

また、回帰式より乂 = 40 および}; =1000 の 
ときの夕かの推定値)、がが)推定値)をそれ 
ぞれ推定します。 

1 .ISETUPl 

2. @@ で‘ STAT " を選択し函 

3. 回 ( OFF ) 

4. Iswl 

5- @度) で‘ 八べ 八 目 "を選択し函 

回团函回の函回回函 
回回函回国困 
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@@ 回圧 ! 圧 ! 匹!國 
回の回回函 
回团图回函 
团の图の函 
回回の回函 

画 [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 
回 (Reg) 圧 ! (A ) 函 


[sHiFT]|STAT|(S-MENU) 回 (Reg) 

回 ( B ) 函 


[sHiFT]|STAT|(S-MENU) 回 (Reg) 

回 ( r ) 函 

ぶ=40のとき夕は？ 

旺 I 匹! [SHiFT]|STAT|(S-MENU) 

回 (Reg) 回げ)國 

}；= 1000のときぶは？ 

の函函函 
[sHiFT]|STAT|(S-MENU) 回 (Reg) 

圧!(々画 

口逆数回帰演算 

1 -fswl 

2. み度) で" 1 / X "を選択し函 
次のモデル式による回帰を実行します。 

y=A + 晏 

• すべてのヴブメニュー内のコマンドは、一次回帰演算（117 
ページ)と同様です。 



STAT 

の 


W 

V 

M 

35 

叫 91 

5 

E 

3B 



STAT 回 

A 


日•己3日日日1服日日 

STAT 回 

E 

2.7718 GG 158 

STAT の 

广 

日•の日日日の551 

STAT の 

40 y 

e 日日？ .674 日の 

1000 £ 

己0•己の己日 E 日1 


—129 — 




演算式は次の通りです。 

、 み;- BI ： で1 

A= -- 

n 



み；^ =が)2-些互 

み y = 乙/-竿 

Sxy = が 1 か -^ 

_公_ 
y — A 

へ ^丄ぶ 

y =A + — 

ぶ 

QD 

左記データを逆数回帰して回帰式および相 
関係数をホめます。 

また、回帰式より乂 =3.5 および};=15のと 
きの夕かの推定値)、がが)推定値)をそれぞ 
れ推定します。 

1. fSETU^ 

2. み®で‘ STAT" を選択し函 

3. 回 (OFF) 

4. fswl 

5. み®で" 1 /X"を選択し國 

の CH の國回 CH の画 
回 □ 图函の函 
の[ I ]图函 
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圧!团曰回函 
图 GD 回函固 GD 团函 
の13图函の [ H の函 


画 阿岡 IstatI ( S - MENU ) 
回 ( Reg ) 圧! ( A ) 國 


耐讯 statI ( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( B ) 函 


[ sHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 回 ( Reg ) 

回 ( r ) 函 

乂=3. 5 のとさ j ) は？ 

回曰回 耐讯 statI ( S - MENU ) 
回 ( Reg ) 回げ)函 

; y =15 のときぶは？ 

の 回 [ SHiFT ]| STAT |( S - MENU ) 
回 ( Reg ) 圧!が)函 
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技術情報 


本節では、本機の計算機としての性能や精度、エラーび発生した 
場合の考えられる原因と対処ち法について説明します。 

■計算の優先順位 

本機では、入力した式び次の優先順位に従って計算されます。 
• 基本的に左からちへと計算び実行されます。 

• カツコを使った場合、カツコ内の計算び最優先されます。 

• 個別の演算命令ごとの優先順位は、次の通りです。 


順位 

演算命令の種類 

該当記号と解説 

① 

カツコ付さ関数 

Pol(, Rec( 

sin(, cos し tan(, sin-i( ， cos~^(, 
tan—J し sinh し cosh し tanh し 
sinh-i( ， cosh-i( ， tanh — ソ 
log し ln( ， がし 10 へ ( ，厂し 3 厂（ 
Abs( 

Rnd( 

② 

後置関数、ベさ乗、 

ベさ柔根 
パーセント 

丫 2 丫 3 丫 -1 丫 I 〇 r 9 A / 

八！八！ 八 ！尤，！ ！ ！ V ! 

% 

③ 

前置記号 

(-) (負符号） 

④ 

統計の推定値計算 

yv y \ yv yv 

ん夕，乂 1 ， ぶ 2 

⑤ 

順列、組合せ 

nPr , nCr 

⑥ 

乗除算 
乗算省略 

X ，手 

几， だ，変数メモ U —の直前の乗 
算省略(271， 5 A ， TTA など)、カツ 
コ付さ関数直前の乗算省略 
(例:2厂(3)， Asin (30) など） 

⑦ 

加減算 

+， - 


•負数を使った計算では、負数にカツコを付ける必要びある場 
合びあります。例えば「-2の2乗」を計算したい場合は、②後置 
関数がの優先順位び③前置記号である負符号 (-) よりも優先 

順位び高いため、"(-2) 2 "と入力することび必要です。 
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-22 = -4 

1. 回回 


卜が= 4 
1. の回回囚 


2. [ctlgI 2. [ctlgI 

3- (5) 度)で‘ 2" を選択し函 3. (5) 度)で‘ 2" を選択し函 

4•函 4•函 

♦ 乗除算と乗算省略は同じ優先順位⑥なので、計算式は、左か 
ら順に計算されます。このため、カッコを付けることで計算 
結果び変わります。 

1^271=1 .570796327 圧!因回画極)佩國 
1 (271) = 0. 1591549431 圧!田の回画極)佩囚國 

■ スタック数の制限について 

本纖こは優先順位の低い計算数値や計算命令偶数など)を一時 
的に記憶する「スタック」と呼ばれるメモ U - びあります。数値 
用のスタックは 10 段、命令用のスタックは 24 段まで使用でき 
ます。数値用、命令用のスタックは、それぞれ次のように数えま 
す。 

2 x ((3 + 4 x (5 + 4)-3)-5) + 8 二 



① ②③④⑥ 

の回回团 固回回 

数値用スタック 命令用スタック 


スタック数を超えて計算式を入力し、計算を実行しようとする 
と、スタッ クエラー (S ね ck ERROR ) となり、計算結果を得るこ 
とはでさません。 


① 

2 

④ 

5 

② 

3 

⑤ 

4 

③ 

4 

i 



の 

X 

回 

X 

回 

( 

回 

( 

回 

( 

回 

+ 

团 

+ 

こ 



■演算節囲•演算が数•精度について 


実行する計算に応じて、本機の演算範囲、内部演算が数、精度は 
次の通りです。 

演算節囲と精度 


演算範囲 

±1 X 10-99 〜 ±9.999999999 X 1 〇99および0 

内部演算お数 

15巧 
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精度 

原則として1回の計算につき10巧目の誤差び±1 


となります。指数で表示する場合には誤差は表示 


されている仮数表示の最下位巧において±1とな 


ります。連続して計算を行った±易合は、この誤差び 


累積されます。 


関数計算時の入力範囲と精度 


関数 

入力轟囲 

sin 入 

DEG 

0^ | 乂 | <9x109 

RAD 

0^ |x| く 157079632.7 

GRA 

0^ |x| く 1x1010 

cos X 

DEG 

0^ J 

〔 <9x109 

RAD 

0^ | 乂 | く 157079632.7 

GRA 

0^ J 

〔I く 1x1010 

tan X 

DEG 

sin JC と同様、ただし、 イ= (2 な - 1)x90 を除く 

RAD 

sin 乂と同ホ羡、ただし、 イ= (2n—1)x ； r/2 を除く 

GRA 

sin JC と同様、ただし、 イ= (2 巧 - 1)x1 00 を除く 

sin-ix 

〇耐 

相 1 

cos—i 乂 

ね 11-1乂 

0^ - 

r ^9.999999999x10" 

sinh X 

〇耐 

v:| ^230.2585092 

cosh X 

sinh-ix 

0^ : 

V ： ^4.999999999x10" 

cosh-i 乂 

1^x^4.999999999x1099 

tanh 义 

0^ : 

^9.999999999x10" 

tanh-i 乂 

0^ : 

^9.999999999x10-1 

log 乂 /In 乂 

0 く 乂 ^9.999999999x1099 

10 ぶ 

-9.999999999x10"^ X ^ 99.99999999 

だぶ 

-9.999999999x10"^ JC ^ 230.2585092 

お 

0^jc< 1 X 10100 

JC2 

J 

C < 1 X 1 〇 5 〇 

Mx 

; 

C < 1 X 10100; 乂今〇 

3 な 

J 

c< 1X 10100 

x\ 

0^x^69 (x ： 整数） 

nPr 

0 ^ n く 1 X1 〇 1 〇 , 0 ^ r ^ n (n, r : 整数） 

1 ^ か !/ い 一 r)!} く 1x10100 

nCr 

0 ^ W く 1 X1 〇 1 〇 , 0 ^ r ^ n 0% r : 整数） 

1 ^n!/r! く 1x101oo または 1 ^ n!/ い — r)! く 1x1 0100 

Pol ( ん } 0 

J 

心 

c|, IjI ^9.999999999x 1099 
: 2 +/ ^9.999999999x10" 

Rec ( が） 

0 ^ 9.999999999 X 1099 

か . simc と同じ 
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関数 

入力轟囲 

へ(が） 

X > 0: -1 X 10100 < ylog 乂 < 100 

乂二 0: y > 0 

乂 くり: y 二な，締，な：整数） 

ただし、 -1 X 10100 く}; log|jc| く 100 

X 巧 

J >0: X # 0, -1 X 10100 < 1/x logy く 100 
y =0:x>0 

y く 0: 乂二 2/1+1, -- (m # 0; m, n :整数） 

ただし、 -1 X 10100 く l/jclogW く 100 


• 演創ま、基本的には「演算範囲と精度」で示した精度で行われます。 
#へが)，ぶか3厂，ぶ!， nPr ， 巧0など内部で連続演算を行うタイプの関 
数では、内部での1回の計算ごとに発生した誤差び累積されることび 
あります。 

• 関数の特異点や変曲点の近傍で、誤差び累積されて大さ < なること 
びあります。 


金融計算時の演、算可能節囲 


P/Y 

C/Y 

1 一9999の自然数 

PM 1 

1 — 9999の整数 

PM 2 

PM 1 く PM 2 


1901年1月1日から2099年12月31日 

d 1 

1902年1月1曰から2097年12月30日 


( BOND モードのみ） 


1901年1月1日から2099年12月31日 

62 

1902年1月2曰から2097年12月31日 


( BOND モードのみ） 

] 

正の自然数 

YR 1 

1から12の自然数 


■金融計算特有のエラーメッセージについて 

複利計算 (CMPD) モード 
"W" を計算ずるとき 

• 1%^-100 . Math ERROR 
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"1%"を計算ずるとき 

• " PV "，" PMT "，" FV " び同じ符号 . Math ERROR 

• な^0 . Math ERROR 

" PV "，" PMT "，" FV " を計算ずるとき 

• 1%^-100 . Math ERROR 

投資評価 ( CASH ) モード 
" NPV " を計算ずるとき 

• 1%^-100 . Math ERROR 

"旧 R " を計算ずるとき 

• 計算した" IRR " び、 IRR ^-50. Math ERROR 

• 入金/出金の値びすべて同じ符号 . Math ERROR 

減価償却費 ( DEPR ) モード 
減価償却費を計算ずるとき 

• " PV "，" FV "， "ド/。"の一つ!^ソ上び負の数 . Math ERROR 

• な>255 . Math ERROR 

• j > n +^ ( YR 1 幸 12) . Math ERROR 

• YR 1 >12 . Argument ERROR 

債券計算 ( BOND ) モード 
" PRC " を計算ずるとき 

• RDV ^ O , CPN ^ O び満たされない . Math ERROR 

" YLD " を計算するとき 

• CPN び0を超える場合： 

RDV ^ O , PRC く0び満たされない . Math ERROR 

• CPN び0の場合： 

RDV >0, PRC く0び満たされない . Math ERROR 


■ エラーメッセージについて 

本機の限界を超える演算を実行しよラとしたり、不適切な入力 
をしたりすると、エラーメッセージび表示されます。エラーの発 
生原因に応じて 、" Math ERROR " や" S ね ck ERROR " など数種類 
のエラーメッセージびあります。 



Q 

Math ERROR 

CAC] ! 

: Cancel 


: Goto 


ェづーメッセージ例 
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日エラーメッセージへの対処 

どのエラーメッセージび表示された場合でも、基本的に同じち 

法で対処でさます。次の丰一操作び有効です。 

• @またはを)を押すとエラーメッセージび表示される前に 
入力した計算式の編集状態に戻ります。このとさ 、力ーソル 
びエラー位置に移動しますに8ページ「エラー位置表示につ 
いて」を参照)。 

•画 を押すと、エラーメッセージび表示される前に入力した 
計算式をク U アします。計算式をはじめから入力し直す場合 
は、この操作を斤ってください。(エラーび発生した計算式は、 
計算履歴には残りませんので、ご注意ください。） 

ロエラーメッセージー覧 

ここでは、状況に応じて表示される個別のエラーメッセージの 

意味と、対処ち法を示します。対処に際しては、はじめにエラー 

メッセ- ジ画面で@またはみを押してください。 

#金融計算を行った場合は、「金融計算特有のエラーメッセー 
ジについて」 （1 35ページ)も参照してください。 


メッセージ ： Math ERROR 


エラー 内容 

対処 

• 計算の途中経過または結果 
び演算範囲を超えている。 

• 入力可能な数値範囲を超え 
た入力を斤った。 

• 数学的な誤り (0 による除算 
など)び行われた。 

•入力した数値を確認し、巧 
数を減らして計算し直す。 

•独立メモ U —や変数メモ 
U —を関数の引数として 
使っている場合、メモ U — 
内の数値びその関数で使用 
可能な範囲内かを確認す 
る。 


• 入力可能な数値範囲については、「演算範囲•演算が数•精度に 
ついて」 （1 33ページ)を参照してください。 


D 
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メッセージ ： stack ERROR 


エラー 内容 

対処 

•数値用スタック、命令用ス 
タックを超える計算式び実 
行された。 

•計算式を簡略化して、使用 
可能なスタックの範囲内に 
納める。 


• 使用可能なスタックの範囲については「スタック数の制限に 
ついて」 （1 33ページ)を参照してください。 


メッセージ ： Syntax ERROR 


エラー 内容 

対処 

• 計算式の書式に誤りびあ 
る。 

• 書式の誤りを確認し、計算 
式を訂正する。 


メッセージ ： Insufficient MEM 


エラー 内容 

対処 

•入力した計算式のバイト数 
び、 SHORTCUT 丰一に記憶 

可能なバイト数 (89 バイト） 
を超えている。 

• 計算式を分割する。 


• 通常、入力位置を表すカーソルは「 I 」（または「》」）の点滅に 
よって表示されますび、89バイト目!;(降の入力になると、 
力ーソルび—」の点滅に変わります。このような場合は、区 
切りの良いところで一度入力を終了し、計算結果を得てくだ 
さい。 


メッセージ ： Argument ERROR 


エラー 内容 

対処 

•引数の使い方に誤りびあ 
る。 

•引数の使い方を確認し、計 
算式を訂正する。 
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■故障かなと思う前に… 


ちし計算中にエラーび発生したり、計算結果びおかしい場合、下 
記の操作を順番にお試しください。操作を行う前に、大切なデー 
夕は事前にノー トなどに書さ写してください。 

① 計算式び間違っていないか確かめる。 

② 計算を行うのに必要な正しい計算モードを選択する。 

③ 上記の操作を斤っても正常に操作できない場合は励丰一を 
押してください。画)丰一を押すと、計算機の状態び正常であ 
るかをチェックします。異常び発見された場合は自動的に計 
算モードや設定を初期状態に戻し、メモ IJ 一の内容を消去し 
ます。 

④ すべてのモードや設定を初期状態にする。 

(1) 画困回 ( CLR ) 

(2) み®で‘ AII : EXE " を選択し函 

(3) 画 ( Yes ) 

(4) 画 


レンス情報 


本節では、本機の電源および電池交換について説明します。 

■電源および電池交換 

電源には、太陽電池とボタン電池 ( LR 44) の2電源を使った TWO 
WAY POWER システムを採用しています。使用する場所の照度 
に制限のある太陽電池のみの関数電卓とは異なり、表示内容び 
確認でさる明るささえあれば使うことびでさます。 

♦電池使用上のご注意 


電池の使い方を誤ると電池の液ちれで製品び腐食したり、電池 
び破裂することびあります。 







次のことを必ずお守りください。 


この表示を無視して誤った取り扱いをすると、 
人び傷害を負う可能性び想定される内容およ 
び物的損害のみの発生び想定される内容を示 
しています。 


電池について 

♦本機で使用している電池を取り外した場合は、誤って 
電池を飲むことびないようにしてください。特に小さ 
なおテ様にご注意ください。 

• 電池は小さなお子様の手の届かない所へ置いてくださ 
し、万一、お子様び飲み込んだ場合は、ただちに医師と 
相談してください。 

•電池は、充電や分解、ショートする恐れのあることはし 
ないでください。また、加熱したり、乂の中へ投入した 
りしないで < ださい。 

• 電池は使い方を誤ると液もれによる周囲の巧損や、破 
裂による乂災•けびの原因となることびあります。次の 
ことは必ずお守りください。 

•極性（©と©の向さ）に注意して正しく入れてくだ 
さい。 

• 本機で指定されている電池!;(外は使用しないでくだ 
さい。 


日電池の交換 

ボタン電池び消耗すると、特に暗い所で使用したとさに、表示び 
薄くなって見にくくなります。また、画丰一を押したときに、す 
ぐに画面び表示されません。ボタン電池び消耗したままでは、使 
用でさません。このような場合は、ボタン電池を交換してくださ 
い。また正常に使用できても、定期的に (3 年に1啟電池を交換し 
てください。 

ご注意 

本機から電池を取りはずすと、独立メモ U —や変数メモ U —な 
どの内容は消去されます。 
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1 -iD 画 ( OFF ) を押して、電源を切りま 
す。 

誤って励丰一を押さないように、本機 
の八ードケースを本機の前面側にはめ 
みます。 

2. 本体裏面のネジをはずして、電池ブタ 
を取りはずします。 

3. ちい電池を取り出します。 

4. 新しい電池の表面を乾いた巧でよくな 
いてから©側を上にして入れます。 

5. 電池ブタをネジ留めします。 

6. 本機を初期状態に戻します(必ず、操作 
してくださしリ。 

(1) 励画)图 ( CLR ) 

(2) み®で‘ All : EXE " を選択し國 

( 3 ) 國 ( Yes ) 

(4) 画 

ロオートパワーオフ（自動電源オフ)機能 

操作完了後、約6分で自動的に電源オフになります。計算機を再 
びご使用になるとさには、励丰一を押すと電源オンとなりま 
す。 


■仕様 ■ 


電源： 太陽電池:本体前面に搭載(固定） 

ボタン電池: G 13 タイプ ( LR 44) X 1 個 

電池寿命：約3年 (1 曰に1時間使用した場合） 

使用 温度： 0で〜40で 

大きさ.重さ： 幅80 X 奥行161 X 厚さ1 2.2 mm 、 1 05 g 
付属品：八ードケース 
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